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序

本報告書は、史跡今帰仁城跡の保存修理事業に伴う発掘調査の

成果をまとめたものであります。

収録したのは、平成18年度～平成１９年度に史跡等総合整備活

用推進事業に伴って実施された発掘調査の報告書であります。こ

れまで今帰仁城跡では様々な調査研究が行われ、特に主郭では城

郭の主要部分における利用の変遷や王城としての機能をうかがい

知ることのできる陶磁器の出土、あるいは志慶真門郭においては

家臣団的集団の居住区の確認など多くの興味深い資料が得られて

います。これまで郭内の面的調査によって得られた'情報は今帰仁

城跡の復元整備において参考にされ着実に整備が進められている

ところであります。

また、2000年１２月には本村の今帰仁城跡を含む県内９遺産と

ともに、「琉球国のグスク及び関連遺産群」として今帰仁城跡が

世界遺産登録されており、近年ではグスクにとどまらずその周辺

地域の調査が進むことで、今帰仁城と集落の実像が解明されつつ

あります。

今帰仁村では史跡今帰仁城跡を文化財として保護・活用を図る

ことを目指しており、本調査によって発掘された出土資料は地域

の住民に公開され活用していくことを計画しております。

最後に、これまで調査にあたっては貴重なご指導を賜りました

文化庁文化財保護部記念物課、沖縄県教育委員会文化課、沖縄県

立埋蔵文化財センターをはじめ、調査を指導していただいた今帰

仁城跡調査研究整備委員の先生方に心から御礼申し上げます。

平成２１年３月

今帰仁村教育委員会

教育長田港朝茂



例 目

１．本報告は、今帰仁村教育委員会が、国・県の補助を受けて、平成１８年度・平成19年度に実施

した、「史跡等総合整備活用推進事業」で、2005年８月９日～2006年３月３１日に実施した「今

帰仁城跡外郭第２次調査（試掘調査)」の発掘調査、2006年４月２４日～2007年３月３０日に実施

した「今帰仁城跡外郭第３．４次調査（Ⅲ．Ⅶ区)」の発掘調査の成果を主に収録したものである。

2．発掘調査、資料整理等で次の方々のご指導、ご協力を得た。記して謝意を表する。

脊椎動物遺体の分類指導等：樋泉岳二（早稲田大学比較考古学研究所）・名島弥生（慶雁義塾

大学大学院）・菅原広史（早稲田大学大学院）・久貝弥嗣（宮古島市教育委員会）

貝類遺体の分類指導等：黒住耐二（千葉県立中央博物館）

炭化種子の分類分析等：千田寛之（札幌大学大学院生）・高宮広士（札幌大学）

石器・石製品、地質等に関する所見：河名俊男（琉球大学）

その他遺跡全体の調査に係ること：安原啓示（今帰仁城跡調査研究整備委員長）・冨田裕次、

赤嶺和雄・上原静・渡辺美季・高橋誠一（今帰仁城跡調査研究整備委員）

発掘調査等にあたっては本中員（文化庁記念物課）・坂井秀弥（〃）・山下信一郎（〃）・島袋洋

（沖縄県教育庁文化課）・盛本勲（〃）・新垣力（〃）・瀬戸哲也（〃）・伊稽良栄（〃）ほか

多くの先生方からご指導ご鞭捲いただいた。記して謝意を表する。

3．発掘調査は今帰仁村教育委員会によって実施された。本報告の執筆は下記の１４名であたn

もくじに文責を記した。なお、陶磁器の分類と本書の編集は玉城が中心となって行った。

金武正紀（今帰仁村発掘調査アドバイザー）

宮城弘樹・玉城靖（今帰仁村教育委員会文化財係）

興那嶺俊・具志堅亮（今帰仁村教育委員会文化財係臨時職員）

柴田圭子（愛媛県埋蔵文化財調査センター）

高島裕之（駒津大学禅文化歴史博物館）

新島奈津子（法政大学第二高校）

亀井明徳（専修大学文学部）

半田素子（世田谷区遺跡調査会）

千田寛之（札幌大学大学院文化学研究科）

樋泉岳二（早稲田大学比較考古学研究所）

名島弥生（慶雁義塾大学大学院）

菅原広史（早稲田大学大学院）

４．本報告で用いる、出土遺物の分類については、既刊の今帰仁村教育委員会発行の報告書分類を

用いている。まず材質と用途を中心に分類した。人工遺物は主郭の項目より瓦を除く陶磁器

（土器・カムィヤキ須恵器など含む)、玉、煙管、遊具、銭貨、金属製品、石器、骨製品等の分
類項目を設定した。

陶磁器は基本的に瀬戸ほか2007の分類に従い、適宜既刊の報告書に分類との関係を明示し

ている。主郭分類という場合には主郭報告書の分類（今帰仁村教育委員会１９９１）を引用して
いる。



5．資料整理は下記のメンバーで行った。

上間恵子松本綾子玉城亜紀玉城静香中馬直実新垣あゆみ

神山知枝子島袋滝子山城留利子仲村善洋山内豪

6．現地での写真撮影は、金武、宮城、玉城、輿那嶺が担当した。遺物の撮影は玉城、輿那嶺、仲

村が担当した。

7．出土遺物と発掘調査に係る資料は全て今帰仁村教育委員会において保管する。

8．報告書の引用・参考文献は第Ｖ章については各節末、報告書全体については巻末（第Ⅵ章）に

収めた。



第Ⅳ章報告（玉城靖・宮城弘樹・興那嶺俊・具志堅亮）
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今帰仁城跡外郭は、今帰仁城跡城内の最も北側の郭で、昭和54年に追加指定された地域にあた

る。その郭の面積は約20,000㎡で今帰仁城跡の郭の中でも最も広い地域となっている。

本報告では主に、今帰仁城跡外郭東区で実施された平成１８年度3次調査と、５次調査の一部とし

て実施された平成１９年度の事業による、外郭地区Ⅲ．Ⅳ区、Ⅶ区において検出された遺構、遺物

について主に収録したものである。

第１ 節 調 査に至る経緯

国指定史跡今帰仁城跡の近傍に駐車場や便益施設等を設置する計画が持ち上がった。目的は、史

跡指定地内の駐車場撤去の代替として計画されたものである。事業は北部振興策事業によって今帰

仁村が主体となって実施された。平成17年９月には整備を完了し今帰仁村グスク交流センターを開

館させた。これら新たに設置された施設によって城内の駐車場が撤去され、史跡が機能していた往

時の姿へと復元されつつある。他方、駐車場から平郎門へ向かう導線上に、史跡の理解を促すため

のガイダンス広場として、今帰仁城跡の地形模型（S=1/100）を設け、今帰仁城跡および周辺地域

の現況を一瞥できるように工夫している（今帰仁村教育委員会2008)。

さて、上記の整備事業の進捗に伴って城内駐車場は不必要となり撤去されたことにより、目立た

なかった外郭地区が景観的にあるいは史跡散策を目的として利用導線上重要な地域として重要度が

増し、整備を早急に行うべき地域として位置づけられることとなった。これに伴って、平成17年

度からは従来の史跡整備事業から史跡等総合整備活用推進事業へ事業を移行させ、早期整備と史跡

の活用の充実を目指し整備を進めることを計画した。計画については、整備委員会をはじめとする

関係機関との協議を重ね、史跡の総合的な活用を目指すこととした。

第２節保存と整備

外郭の整備事業は城外を東西、城内を東・西及び中央の概ね５つの地区に大別している（第３９

図)。このうち今回整備対象となるのは、城内の東地区の一部である。この東地区は石垣が200ｍ

にわたり良好な状態で残されており、更に今帰仁城跡でも重要な参拝場所である「しコーラウーニ

ー」や「古宇利殿内」が残っている。地表面で観察することのできる遺構や地中から現れる遺構、

あるいは祭祁や畑の耕作といった人々の継続的な営みによって作られた史跡景観が多く残っている

のが外郭の特徴である。なお、史跡内における調査は遺構検出面までで留める方法を採用し保存す
ることを最優先課題としている。
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第３節保存と整備のための委員会

1981年に調査研究整備委員会を発足させ、年１回の整備委員会を開催し必要に応じて年数回の

整備指導をいただいている。委員は次の通りである。なお、事業全体については、本中員・坂井秀

弥・山下信一郎（文化庁)、島袋洋・盛本勲・新垣力・瀬戸哲也・伊祷良栄（県文化課）のご指導

をいただいた。

<平成17年度〉

委員長安原啓示（京都造形大学客員教授・造園学）

副委員長興那嶺幸人（今帰仁村長・行政）

委員冨田裕次（海洋博記念公園管理財団理事長・都市計画）

委 員 赤 嶺 和雄（設計同人ＧＡＮ・建 築 学 ）

委員上原静（沖縄国際大学・考古学）

委員金武正紀（今帰仁村発掘調査アドバイザー・考古学）

<平成18年度〉

委員長安原啓示（京都造形大学客員教授・造園学）

副委員長興那嶺幸人（今帰仁村長・行政）

委員冨田裕次（海洋博記念公園管理財団理事長・都市計画）

委員赤嶺和雄（設計同人ＧＡＮ・建築学）

委員上原静（沖縄国際大学・考古学）

委員金武正紀（今帰仁村発掘調査アドバイザー・考古学）

委員渡辺美季（東京大学東洋文化研究所・歴史学）

<平成19年度〉

委員長安原啓示（京都造形大学客員教授・造園学）

副委員長興那嶺幸人（今帰仁村長・行政）

委員冨田裕次（海洋博記念公園管理財団理事長・都市計画）

委員赤嶺和雄（設計同人ＧＡＮ・建築学）

委員上原静（沖縄国際大学・考古学）

委員金武正紀（今帰仁村発掘調査アドバイザー・考古学）

委員渡辺美季（東京大学東洋文化研究所・歴史学）

<平成20年度〉

委員長安原啓示（京都造形大学客員教授・造園学）

副委員長興那嶺幸人（今帰仁村長・行政）

委員冨田裕次（海洋博記念公園管理財団理事長・都市計画）

委員赤嶺和雄（設計同人ＧＡＮ・建築学）

委員上原静（沖縄国際大学・考古学）

委員金武正紀（今帰仁村発掘調査アドバイザー・考古学）

委員渡辺美季（東京大学文化部次世代人文学開発センター

委員高橋誠一（関西大学・地理学）

(東京大学文化部次世代人文学開発センター・歴史学）

(関西大学・地理学）



第４節調査体制

調査体制は教育委員会が主体となって実施した。事業全体の総括責任者は教育長、課長、補佐ま

でが担い、調査担当者は宮城弘樹、玉城靖の専門職員によって充てた。なお、当該職員だけでは事

業の遂行は困難であることから、補助員として興那嶺俊、具志堅亮らによって現場・資料整理の調

査補助を行うと共に、随時発掘調査アドバイザーとして金武正紀に遺跡の総括的な評価などについ

て適宜対応する体制を整えている。また、実際の現場、資料整理については複数名の臨時職員にご

尽力いただいた。

<平成17年度・発掘調査、資料整理〉

事業主体今帰仁 村 教 育 委 員 会

事業責任者教育長田港朝茂

社会教育課長諸喜田展生

社会教育課長補佐兼歴史文化センター館長仲原弘哲

事務総括文 化財係長田港朝津

文化財係主事玉城寿

調査担当者文化財係専門員宮城弘樹玉城靖

発掘調査ア ドバイザー金武正紀

調査補助員（臨時職員）輿那嶺俊

発掘作業員（臨時職員）仲村 善洋田港朝史宮城章

大城ヒデ子仲宗根直美玉城京子

仲原美代 子福居慶玉城留美子

資料整理（臨時職員）上間恵子松本綾子玉城亜紀

玉城静香鈴木美和

く平成18年度・発掘調査、資料整理〉

事業主体今帰仁村教育委員会

事業責任者教育長田港朝茂

社会教育課長諸喜田展生

社会教育課長補佐兼歴史文化センター館長仲原弘哲

事務 総 括 文化財係長田港朝津

調査担当者 文 化 財 係 専 門 員 宮 城弘樹玉城靖

発掘調査アドバイザー金武正紀

調査補助員 （ 臨 時 職 員 ） 輿 那 嶺俊具志堅亮

発掘 作業 員（臨時職員）仲村善洋島袋貴行宮城章

大城ヒデ子玉城京子仲宗根直美

仲原美代子福居慶玉城留美子

玉城光則金城政利松田清美

資料整理（臨時職員）上間恵子玉城亜紀玉城静香

松本綾子富山巳和知念飛鳥

平安命美子

仲原シズエ

大城いち子

平安前美子

仲原シズエ

大城いち子

諸喜田富士子

仲里なぎさ

３



金城

玉城

宮城章

仲原シズエ

福居慶

大城ヒデ子

中馬直実

く平成20年度・資料整理〉

事業主体今帰仁村教育委員会

事業 責 任 者教育長田港朝茂

総合教育課長島袋隆則

総合教育課長補佐兼歴史文化センター館長仲原弘哲

田港朝津

玉城恵

宮城弘樹

金武正紀

興那嶺俊

上間恵子

松本綾子

山内豪

事務総括文化財 係 長

文化財係主事

調査担当者文化財係専門員

発掘調査アドバイザー

調査補助員（臨時職員）

資料整理（臨時職員）

く平成19年度・発掘調査、資料整理〉

事業主体今帰仁村教育委員会

事業責任者教育長田港朝茂

社会教育課長松田朝雄

社会教育課長補佐兼歴史文化センター館長仲原弘哲

事務総括文 化 財 係 長 田 港 朝 津

文化財係主事金城研

調査担当者文化財係専門員宮城弘樹玉城靖

発掘調査アドバイザー金武正紀

調 査補助員（臨時職員）輿那嶺俊具志堅亮

発掘作業員（臨時職員）仲村善洋宮里政公平安命美子

金城政利 玉 城 京 子 仲 宗 根 直 美

松 田 清 美仲原美代子玉城留美子

野村富子新垣あゆみ金城幸代

玉城光則大城いち子諸喜田富士子

資料整理（臨時職員）上間恵子玉城亜紀玉城静香

松本綾子山城 留利 子

研
靖

玉城亜紀

山城留利子

香
子
洋

静
滝
善

新垣あゆみ

神山知枝子

玉城

島袋

仲村
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第Ⅱ章調査概要

第１ 節調 査地域

今帰仁城跡は概略１０の郭から構成されており、外郭はその中でも最も北側にある郭で昭和54年

に追加指定された地域にあたる。その郭の面積は約20,000,2で今帰仁城跡の郭の中でも最も広い

地域となっている。外郭を区画する石垣は北東側に200ｍにわたり良好な状態で残っているが、門

については道路で分断され現況が著しく失われている。また、西側についても残りが悪く土塁状に

なっているだけで、近代になって破壊された可能性が考えられる。外郭一帯は史跡指定以前から開

発されてきた地域で、指定当時には屋敷や店舗が5軒あり、駐車場が造成され、道路が外郭を東西

に分断している状況であった。村では昭和49～50年度に主要な部分の用地購入を、その後も平成

１０年度から未公有化の土地の公有化を図り、店舗や住宅の物件補償を行い、移転をお願いし、史

跡の景観の回復に努めてきた。

外郭の郭内の区画はまず大きく分断している現況道路を境に東側を東区､店舗がある中央は中区、

西側を西区として調査を行っている。中でも最も残りの良い東区では平成１７年度に駐車場の撤去

を行い、試掘調査を実施することで概ね9つの小区画に区分している。この区画は東区Ｉ～Ⅸ区の

名称で調査を進め、それぞれがいくつかの平坦面で構成されている（第６図)。

対象となる地域の調査地区の設定については、これまで今帰仁城跡周辺遺跡で行ってきた座標を

基準とする地区設定を基に実施している。即ち、国土座標第１５系（平成14年４月１日に施行され

た改正測量法に基づく）のＸ=76,800をＭ、76,790をＮ、以下南へ10ｍ毎に○・Ｐ．Ｑ…と英数字

を振り、Ｚ以降については、ＡＡ・ＡＢ・ＡＣ･･･として表記した。Ｙ軸は、Ｙ=42,500を原点１０とし、

10ｍ毎に東へ１１．１２．１３…として算用数字を振り、その組み合わせによってＭ-10（Ｘ=76,800-

Y=42,500)、ＡＧ－２０（Ｘ=76,600-Ｙ=42,600）のように呼称し、交点の杭はそれぞれ北西のグリッ

ド区画を指示することとした。なお、調査区の設定や個々の遺物の取り上げについても国土座標系

で取り上げ、ファイルを作成して整理している。

遺物の整理に関しては今帰仁城跡外郭第２．３．４．５次調査（ｅｘ：３今外）を付しグリッド名と

層序、遺構、遺物回収ＮＣを付して注記することとした。

第２節調査経過

今帰仁城跡内の発掘調査はこれまで志慶真門郭（1,700㎡／S55～57)、主郭（880,2／S57～

60）が実施されている。これ以後は城壁の基礎部分を中心に調査を実施しているため、面的な遺

構確認の発掘調査は平成16年度の外郭調査によって再び着手されることとなった。

外郭調査を本格的に着手した目的は、近年進んでいる周辺地域の整備に伴ってこれまで駐車場と

なっていて活用が図られていなかった外郭地域を、史跡として積極的に活用できる環境が整ったと

いうことが大きな理由である。現今の駐車場から平郎門までの利用導線上にあって、史跡の理解を

促す為にも導入部分として位置付けることができる地域である。この為、外郭地域の整備は早急に
行われるべきとして、現在も早期完了を目指し、調査・整備を進めている。

発掘調査の計画は概略５年間を一区切りとして、発掘調査前の地形や石垣等の遺構あるいは地籍

等を踏まえて東・西・中・城外北西・城外東区の５つのエリアに分けて調査を実施することを計画

した。外郭整備第一期の５ケ年間は、外郭東地区（以下、外郭東区）に設定し、平成１７年度から

発掘調査を開始し、現在も進行中である。外郭東区は外郭地区全体の中でも戦前からの地形改変が

５
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少なく、石垣などの遺構の残りもよい。このため、調査着手前に、遺構の平坦地や地籍、石積み遺

構に基づき、Ｉ～Ⅸ区の９つに区分けを行った。この中でも、大きく四つの平坦面が確認されてお

り、またその平坦面を区画するように石垣や石列が延びていたため各空間を最終的には「Ⅲ．Ⅳ」

｢Ⅶ」「Ⅷ」とした。

平成16年度は城壁の外側平坦地（約800,2）の調査を実施した（1次調査)。またこの他にも烏

居撤去の立ち会い（Ｈ15／４㎡×２箇所)、墓撤去の立ち会い（Ｈ17／９㎡×１箇所）によっても

地下の状況等について確認を行っている。平成17年度は道路によって分断されている地区の内壁

側（R－２８．２９／約250㎡）を中心に石垣の状況確認を目的に調査を実施している。また外郭地区

の地下遺構残存状況等を把握するために、南北トレンチ約30ｍ、東西トレンチ約40ｍの試掘溝を

設定し調査を進め、外郭の概要を把握するとともに地区設定を行った（２次調査)。平成１８年度は

主に２つの調査区に分けて作業を行った。一つはⅢ．Ⅳ．Ⅶ区（約1,400㎡）の発掘調査（3次調

査)。もう一つは石垣の根石確認を目的とした確認調査である(東側城壁内壁面約100ｍ：４次調査)。

平成19年度はⅦ．Ⅷ区（約1,000,2）の発掘調査を行った（5次調査)。なおⅧ区にある祭祁施設

の古宇利殿内については、地下に良好な形で遺構が埋没していることがわかったため、平成20年

度に移設工事を行い、移設後、継続調査を行っている。６次調査は4次調査の残りとして外郭東側

城壁根石確認及び測量調査を行っている。なお平成20年度の調査として７．８次調査を実施、継続

的に調査を行っている。

平成15年度「今帰仁城跡保存修理事業」2003年５月１９日～2004年３月３１日

鳥居撤去工事に伴う立会調査

烏居撤去に伴う立会調査を村教育委員会が実施した（4㎡×2箇所)。撤去工事期間は平成15年９

月～１１月に行い、立会調査は宮城弘樹が９月３０日～１０月１日に行い、烏居脚部断面の図化を行った。

平成17年度「今帰仁城跡保存修理事業」2005年５月６日～2006年３月３１日

墓撤去に伴う立会調査

墓撤去に伴う立会調査を村教育委員会が実施した（約9㎡)。調査は平成17年５月１２日～１３日に

行い、調査担当として玉城靖、調査補助として興那嶺俊があたった。堆積状況の確認と遺構の把握

に務め、トレンチ断面と平面の図化を速やかに行い埋め戻して調査を完了した。

平成17年度「今帰仁城跡保存修理事業」2005年５月６日～2006年３月３１日

｢今帰仁城跡史跡等総合整備活用推進事業」2005年11月１日～2006年３月３１日

今帰仁城跡外郭第２次調査（東区）

２次調査は今帰仁城跡内外郭東区の試掘調査を村教育委員会が実施した（約800,2)。発掘は玉

城靖が担当し、調査補助として興那嶺俊があたった。Ⅲ区、Ⅳ区、Ⅵ区、Ⅶ区、Ⅷ区、Ⅸ区より、

グスク時代に相当する包含層及び遺構の存在が確認され、Ｉ区、ｖ区はグスク時代の遺構が確認さ

れたが、多くの岩盤が露出し、平坦地が乏しい地区であることから、外郭東区の主体的な地域では

ないことが確認された。またⅨ、Ⅵ区は現在のウーニーなどの遺構との兼ね合いから発掘調査は試

掘程度とし、保存地区とした。なお、調査の概要報告として2006年に『史跡今帰仁城跡一外郭発

掘調査概報一』今帰仁村文化財調査報告書第23集を発行している。

平成18年度「史跡等総合整備活用推進事業」2006年４月24日～2007年３月30日

今帰仁城跡外郭第３次調査（東区）

３次調査は今帰仁城跡内外郭東区の本調査を村教育委員会が実施した。発掘は玉城靖が担当し、



調査補助として興那嶺俊・具志堅亮があたった。調査は前年度に行われた試掘調査をもとに、Ⅲ．

Ⅳ．Ⅶ区の約1,400,2に及ぶ面積の本調査が行われた。Ⅲ．Ⅳ．Ⅶ区は、土留め石積みや石列によ

って区画された平坦面となっており、グスク時代の屋敷の領域と重なる可能性を想定しながら発掘

調査を進めていった。

今帰仁城跡外郭第４次調査（東区）

４次調査は外郭東側城壁の根石確認調査である。村教育委員会が実施し、発掘は宮城弘樹が担当

し、調査補助として興那嶺俊があたった。外郭の石垣は東側と西側に大きく分けられ、東側は良好

な保存状況であるが西側は総じて残りが悪い。調査は整備を早期に着手したいと考える東側城壁内

壁側から行っていった。東側城壁の総延長は約200ｍになるが、そのうちの内壁面約100ｍの調査

を行った。現況確認を行ったところ、石垣の現状で断面規格が良い部分では、外壁が高さ約3.5ｍ、

内壁が高さ約2.0ｍとなっている。

平成19年度「史跡等総合整備活用推進事業」2007年４月23日～2008年３月３１日

今帰仁城跡外郭第５次調査（東区）

５次調査は今帰仁城跡内外郭東区の調査を村教育委員会が実施した（約1,000㎡)。発掘は玉城靖

が担当し、調査補助として興那嶺俊・具志堅亮があたった。調査はⅦ．Ⅷ区を中心に発掘調査を行

った。Ⅶ区は3次調査の残りの箇所を調査した。Ⅷ区は外郭東地区で最も標高の低い箇所にあたり、

祭祁施設の古宇利殿内がある。なお古宇利殿内については、地下に良好な形で遺構が埋没している

ことがわかったため、平成20年度に移設工事を行い、移設後、継続調査を行っている（7次調査)。

平成20年度「史跡等総合整備活用推進事業」2008年４月１日～2009年３月３１日

今帰仁城跡外郭第６次調査（東区）

６次調査は今帰仁城跡内外郭東区の写真測量図化作業を行った。調査は村教育委員会が実施した。

調査は宮城弘樹が担当し、調査補助として興那嶺俊があたった。４次調査の根石確認の成果を基に

写真測量を行った。

今帰仁城跡外郭第７次調査（東区）

７次調査は今帰仁城跡内外郭東区の調査を村教育委員会が実施した（約400㎡）。前年度に実施

し古宇利殿内の地下に残存する遺構を中心に発掘を行った。発掘は玉城靖が担当し、調査補助とし

て興那嶺俊があたった。

今帰仁城跡外郭第８次調査（東区）

８次調査は今帰仁城跡内外郭東区の調査を村教育委員会が実施した（約200,2)。発掘は玉城靖

が担当し、調査補助として興那嶺俊があたった。調査はＶ区を中心に発掘調査を行った。

今帰仁城跡外郭第９次調査（東区）

９次調査は今帰仁城跡内外郭東区の写真測量図化作業を行った。調査は村教育委員会が実施した。

調査は宮城弘樹が担当し、調査補助として興那嶺俊があたった。４．６次調査として実施してきた

事業の残り部分の調査を行っている。

７



第１図発掘調査箇所位置図（Ｓ二1/2000）（※アミカケ部分発掘箇所）
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第１表今帰仁城跡及び周辺遺跡のこれまでの調査（※ゴシック体、アミかけ部分は今回報告）
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第１表今帰仁城跡及び周辺遺跡のこれまでの調査（※ゴシック体、アミかけ部分は今回報告）

年度

昭和55年

昭和56年

昭和57ｲＦ

昭和)8年

昭和59年

昭和60年

昭和6ﾕ年

昭和62年

昭.剛63年

平成元年

平成2年

平成3年

半峨4年

平成5年

平成6年

飛成7年

平戚8年

‘,.z成9年

平成:０年

､1匹賎:１年

平成ﾕ2年

､:z成:３年

平成:４ｲ'二

西暦

ユ９８０

ユ９８１

：９８２

１９８３

１９８４

ﾕ９８５

ﾕ９８６

:９８７

ﾕ９８８

:９８９

ﾕ９９０

ﾕ９９１

ﾕ９９２

:９９

:９９４

1９９５

１９９６

:９９７

Ｌ９９８

1９９９

２０００

２００１

事業名

踊１次発踊調査

第２次発掘調査

第３次発柵閥街

第４次発柵洲企

蕊籍淵
第７次発伽

第８次発掘調査

第９次発掘調盃

Ｅに篭Ｉｉｌ

主に整Ｉｊ

主に整1１

主臓整備・斑料整理

志慶真門郭東側石積
基礎調査

志慶真門郭東側石砿
ｔ質調査

鶏溌刺鯨

志慶真門郭南側石柵
試掘調襟

志慶真門郭l*l側:石砿
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第Ⅲ章 遣 跡

第１節位置と環境

今帰仁村は沖縄本島北部、本部半島の北側に所在する人口約9,500人の自治体である。本島北部

地域一帯は中南部に比して全体的に山地主体となっているため「山原（やんばる)」と呼称されて

いる。今帰仁城跡は今帰仁村の中でも西端、字今泊に立地している。城地の立地する丘陵は標高約

100ｍを計り、丘陵頂部の主郭・御内原からの眺望は広く、北に伊平屋・伊是名島、与論島を望む

ことができる良所にある。本部半島の地形的特徴は概して山地部にみられる今帰仁層．本部層（与

那嶺層）という中生代初期頃に堆積した地層群と、低地・海岸部にみられる琉球層群の２つのブロ

ックに大別される。今帰仁層群は中生代三畳紀に堆積した地層で、今帰仁城跡の立地する丘陵一帯

から本部町の大堂・浜元付近までの地域に広がっている。特に今帰仁城跡の立地する北西部には、

結晶化が進んで硬質、厚さが平均して20ｃｍ前後で割れやすい特徴の層状石灰岩が基盤岩となる。

一方、この今帰仁城跡の周辺には集落遺跡、拝所、御獄、石積み遺構などが今帰仁城跡を中心に

展開する。今帰仁城跡周辺遺跡の名称はこの関連遺跡群の総称である（第３図)。中心となる今帰

仁城跡は今帰仁村大字今泊小字ハンタ原に所在し、面積は7.9hａ（史跡指定面積）の広さを持つ大

規模なグスクである。最高所の標高は約100ｍとなり、基盤岩の石灰岩の丘陵上に位置する。丘陵

の頂上部が主郭、大庭、御内原となり、その東は70～80ｍの深い渓谷をつくり天然の要害となる。

東側の谷筋は志慶真川が蛇行して流れ、西側の谷筋は夕キンチャガーラが流れ東シナ海に注いでい

る。今帰仁城御内原の郭に立つと志慶真川の渓谷を脚下に遠く伊是名島、伊平屋島、伊江島、古宇

利島を望み、晴れた日には遠く与論島を眺望することができる。今帰仁城跡の城壁は立地する基盤

岩の古期石灰岩という灰色の硬い石を積み上げた石垣で、県内でも有名なグスクである首里城跡、

中城城跡、勝連城跡などの白い琉球石灰岩の石垣とは雰囲気が異なる。今帰仁城跡の石垣の総延長

は約1.5kｍを計り、扉風状に曲線的に積み上げられている。城壁で囲まれた空間は先の主郭・大

庭・御内原以外にもカーザフ、大隅、外郭、志慶真門郭など概ね１０の郭からなり、石畳や石段で

各郭は結ばれている。１０の郭のうち最も北側にあり広い郭が外郭である。城外から外郭へのアク

セスを行ったと考えられる門の部分は道路の開削などがあって不明瞭ではあるが、概ね現在道路に

分断された地点にあるものと考えられる。

今帰仁城跡の歴史は、琉球が３つの勢力に分かれていた、いわゆる三山鼎立時代に山北（北山）

として、中国明代に琉球国中山王、山南王とともに記録に登場する。これまでに確認されている史

料をたよりに概述すると、最古史料の一つに『明賞録』があげられる。太祖賞録巻一五八・洪武一

六年一二月庚午朔（1383年１２月１５日）「琉球国山北王柏尼芝、遣其臣摸結習、貢方物。賜衣一雲｡」

と記され、山北王「柏尼芝」の名称が記述されるのを以って噴矢とするようである。以後記録によ

れば、最初の1383年から最後の1415年の33年間に山北王・柏尼芝が６回、山北王眠が１回、山北

王肇安知が１１回、中国皇帝へ使者を送り朝貢貿易を行ったことが記されている。この時代山北は

沖縄北部地域と奄美大島近隣まで領域として支配していたようである。

しかし、その山北（肇安知）も本島内で急速に勢力を拡大する中山王尚巴志によって１４１６年

(1422年の和田説もある）に滅ぼされてしまう。中山の山北平定後、城地には中山王の子弟や重臣

を山北監守に任じ、沖縄本島北部やんばる地域を管理している。それは1665年に監守体制が廃止
されるまで続く。この間のことを監守時代と呼んでいる。この監守時代の間、１６０９年には薩摩軍

によるいわゆる琉球入りがあり、今帰仁城に立ち寄っていることが従軍日記「琉球渡海日々記」に

記されている。日記によれば「首里城へ向かう途中、運天港に停泊、親泊での和議が受け入れられ
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1４

ず城へ放火した」とあり、実質的な廃城は監守引き揚げよりも早い、1609年頃にあったと考えら

れる。

今帰仁城跡は昭和4７（1972）年には沖縄の日本復帰と同時に国指定の史跡に指定され、昭和５５

(1980）年より今帰仁村が主体となって環境整備事業がすすめられている。この中で、平成１２

(2000）年には世界遺産として登録されたことによって、周辺地域が景観保全地区に指定され、歴

史公園として活用されている。

第２節層序

遺跡全体を覆う堆積層は、現代の表土・旧耕作土のＩ層で、この下にグスク時代の遺物包含層が

堆積する。また、グスク時代の包含層下に堆積する層が、造成による人為的な堆積層、岩盤の露頭、

遺物を全く含まない自然堆積層の地山に大別することができる。ただし、Ⅲ．Ⅳ区とⅦ区では包含

層の堆積にそれぞれ違いがあり対応しなかったので、それぞれ基本層序を設けた。

Ⅲ。Ⅳ区基本層序

Ｉ層：【褐色土層】腐食・耕作土層。調査地のほぼ全域が覆われる。地下深くに耕転が及ぶ地域

では包含層や地山を掘削し、ガラスビンや近現代の陶磁器等を包蔵する。

Ⅱ層：【暗褐色土層・褐色士層】当該遺跡の形成期のグスク時代の遺物包含層。遺跡全体を覆う。

Ⅲ層：【暗褐色土層】当該遺跡の形成期のグスク時代の遺物包含層。Ⅲ．Ⅳ区の西側に分布。

Ⅳ層：【黒褐色土層】当該遺跡の形成期初頭の層と考えられ、Ⅲ層の下に薄く認められる遺物包

含層で炭を多く含み粘性が強い。焼土、明褐色土ブロックを多く含み、拳大の操が多く

検出される。Ⅳ層はＵ-33一帯でのみ確認。

Ｖ層：【にぶい黄褐色土層】当該遺跡の形成期の推積層。僅かに頁岩、炭を含むのみ。

造成層：【明褐色土層・褐色土層】造成層。斜面地を平坦にするために異なる士を数回に分けて入

れ込んで造成している。Ⅲ。Ⅳ。Ⅶ区で４箇所検出されている。第３造成層。

地山層：【明赤褐色土層・黄褐色土層】古期石灰岩の岩盤が至る所で露頭。

Ⅶ区基本層序

Ｉ層：【褐色土層】腐食・耕作土層。調査地のほぼ全域が覆われる。地下深くに耕転が及ぶ地域

では包含層や地山を掘削し、ガラスビンや近現代の陶磁器等を包蔵する。

Ⅱ層：【暗褐色土層・褐色土層】当該遺跡の形成期のグスク時代の遺物包含層。Ⅶ区全体を覆う。

Ⅲ層：【暗褐色士層・褐色士層】当該遺跡の形成期のグスク時代の遺物包含層。細かく分層する

と7枚まで分けられ、それぞれⅦ区の各所で確認できる。

Ⅳ層：【褐色土層】当該遺跡の形成期初頭の層。落ち込みの大きいS-32．Ｓ－３３・R-33でのみ検出。

造成層：【明褐色土層・褐色土層】斜面地を平坦にするために異なる土を数回に分けて入れ込んで

造成している。Ⅲ．Ⅳ．Ⅶ区で４箇所検出されている。第４造成層。

地山層：【明赤褐色土層・黄褐色土層】古期石灰岩の岩盤が至る所で露頭。
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第３節 遺構

今帰仁城跡の外郭は発掘調査以前より地表面に露出している遺構が数多くみられる。石垣はその

代表的なもので、今帰仁城跡の大隅郭を区画する大きく蛇行する石垣は存在感のある遺構の一つで

ある。また外郭東区にある石垣は良好な状態で保存されている。この他にも外郭内を区画する石垣

なども確認されている。次章第１．２節ではこれらの石垣（石積遺構）について報告する。以下立

会調査や試掘調査の概要を報告し、主にⅢ．Ⅳ区、Ⅶ区の本調査の成果について次章第３節以降に

おいてまとめることとする。

さて、発掘調査において検出された遺構は柱穴、土坑、土留め石積み、石敷きなどの遺構だが、

基本的には発掘調査時に検出されたその検出面のみまでの確認で留めている。一方土坑などについ

ては半裁を行い、堆積状況を確認する調査を実施している。一部の遺構については、整備委員会の

指導に基づいて遺構の検出作業を実施している。今回の報告では特に、注目される遺構として、

SBO2の6本柱建物跡がある。この建物は中央に規模の大きい炉跡（SK295）を伴い県内でも類例

がない。このSBO2がある（Ⅲ．Ⅳ区）一帯は、柱穴が密集しておらず、比較的土坑の分布が目立

つ。過去にも周辺遺跡調査報告において柱穴が密集するところと（母屋分布域)、柱穴の径が大き

いが密集しないところ（作業スペース）として報告している。城内にはまだ高倉等の施設は確認さ

れていないことから、この外郭に作業場的な施設があったと考えられる。逆に広大な外郭地域にあ

って（今回調査約10,000㎡)、母屋が分布しそうな柱穴密集地域は２箇所のみであった。また、母

屋建物に関してはⅦ区において２棟プランを組むことができた｡しかし柱穴が配される密度が多く、

同箇所に数回にわたって立て替えが行われたと考えられることと､柱間が不均等であることもあり、

いざ柱穴を半裁してみると、浅いものや深いものなど統一‘性に欠ける柱穴が多く、要検討建物とし

た。

種類遺構数

・掘立柱建物跡６棟（母屋建物2棟：要検討、高倉2棟、竪穴建物2棟）

・柱穴列遺構１基（PL1）

・柱穴698基

・不明遺構９６基（柱穴や士坑以外の用途不明の遺構）

・土坑１８基（SK170、SK266、SK328等、ＳＢＯ１・SBO2士坑含む）

・土留め石積み２基（SR3、SR4）

・石積み遺構２基（外郭東側城壁、SR2）

・溝状遺構４基（SD286等）

・造成層４基（第１～4造成層）

・石列遺構２基（サンゴ敷き石列等）

・土塁状遺構２基（SMl、ＳＭ２）

1７
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2０

第４節駐車場 撤 去

今帰仁城跡の史跡地内には近現代に構築された史跡環境の景観を損なうコンクリート構造物がい

くつかある。これらはいずれも史跡指定以前に構築された便益施設等で店舗。墓。展望台・イス・

テーブル。トイレ・等様々なものがある。

これまで御内原に所在していた展望台を平成9年度に、史跡入り口にあった旧食堂（当時資料雲室）

を平成10年度に解体撤去しており、平成15年度には長年の課題であった鳥居の撤去を完了してい

る。

一方、史跡指定地内に長く設置されたままとなっている外郭に所在する駐車場は、来訪者が多く

訪れる現状では撤去ができずにそのままとなっていた。駐車場設置の経緯等は不明な点も多いが、

外郭が追加指定されたのは昭和50年で折しも海洋博覧会の開催による今帰仁城跡周辺の開発計画

に伴うものであった。このことから、少なくとも駐車場の設置はそれ以前あるいはその前後と考え

られる。これまで史跡整備事業の基本計画にも早くから撤去が盛り込まれていたが、史跡指定地外

に適当な広さの駐車場が無いこともあり、撤去は棚上げとなっていた。しかし、平成17年９月に今

帰仁城跡周辺整備事業に伴うグスク交流センター及び駐車場が完成したことによって、城内の駐車

場が不必要となったため平成17年８月１日～９月２９日までに撤去工事を実施した。撤去工事に先立

ち、ポータブルコーン貫入試験において地表下の状況を確認した上で、客土の堆積の容量を推算し

請負工事によって、撤去工事を行った。撤去された駐車場の客土層は厚いところで２ｍ以上堆積し

ていた。なお、撤去工事の実施にあたっては、常時調査員が立ち会い、客土層の見極めを行いなが

ら実施している。

写真1．施工前 写真2．施工後

写真3．掘削状況 写真4．寺会



第Ⅳ章報 告

第１節東側城壁（６次調査）

[名称］東側城壁

[位置］外郭東側

[検出面］現地表面より露出

[規模］総延長約200ｍ幅：最大9.5ｍ，最小4ｍ高さ最大3.1ｍ，平均1.3ｍ

[遺構構成］石積み遺構1基、補強用石積み遺構4基、下部城壁4基

[所見］東側城壁は今帰仁城跡の最も北側にある外郭を囲緯する城壁で、高さ最大3.1ｍ、幅最大

9.5ｍで築かれた空石積みである。調査は平成１８年度に平面図を作成し、平成１９年度に東南側約

100ｍを、平成20年度に西側100ｍをPI3000（３Ｄ写真測量システム）を用い石垣立面図を作成し

た。今回報告分は平成19年度調査分に限定する。実測図作成にあたっては、石垣に基準点Z、Ｂ～

Pの測点を設置し、遺構全体の測量基準点として設けた。加えて、調査対象となった石垣の下部城

壁が確認され、これをイーチの測点でそれぞれ管理する。測点番号を連番で付して内壁外壁の別を

記し、城壁の遺構タイトルとしている。測点を西から東に読み立面図名称としている。具体的には

○一P内壁等とした。内壁外壁の別は外郭側に向いている方を内壁とした。以下個別の石積みの現況

について詳述していく。

第８．１０．１２．１４図は東側城壁（平成１９年度調査分）内壁部分、第１６．１８．２０．２２図は東側

城壁（平成19年度調査分）外壁部分、第24図は下部東側城壁（平成19年度調査分）下部城壁の城

壁実測図である。

第８図は1-J内壁及びJ-K内壁の図面で、遺構全体の保存状況は比較的悪く２分の1程度が崩落して

いるものと考えられる。一方、後述する外壁面の突出部においては比較的残りが良いようで胸壁が

一部残存している。Ｊ-Ｋ内壁では一部、９３度の勾配箇所があり、ほぼ倒れた状態となるがおおよそ

79度～86度になる。

ゾ
０

(S=1/1000） qｎ

第７図外郭東側城壁測点位置図（s=1/1000）
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第１０図-1はＫ－Ｌ内壁である。この部分も崩落が著しく２分の1程度の崩落及び、土砂の被覆が見

られ、後者は広範囲で確認されている。また、面石は確認されず、面石残存の有無の確認を目的に

調査を行っている。当該調査はＶ区調査として平成20年度に実施している。本報告については別

に予定したい。

第１２図はL-M内壁である。西側に規模の大きな崩落が認められるが、ＳＲ１のような付帯する石積

みかどうか検討を要する。また城壁のL-M中間の地点に大きな早みが認められ、上部の城壁面の変

形も著しい。

第１０図-2はＭ－Ｎ内壁である。南側で大きく崩落するため、根石の欠落も考えられる。残りは悪

い。

第１４図はＮ－Ｏ、○一P内壁で城壁面がほとんどの部分で2ｍ程度残り、ほぼ城壁の内側栗石（裏込

め石）までの高さを保持している。保存状況良好な城壁と言える。積み様は西側Ｎ点付近の内壁面

に小さな石を密集して用いた箇所があり、勾配も84度前後、早みも認められるなど不安定となっ

ている。全体的には、勾配はI～Ｎ点の内壁ではいずれも90度を越え倒れたケースが多く見られる

が、当該地点では最大84度、最小65度の勾配で特に東側ほど安定している。本来的には内壁面の

城壁勾配は74～78度であったものと考えられる。なお、測点No.P点よりも東側は、志慶真川へと

傾斜する自然岩盤が露頭する地形であり、自然地形を取り込み城壁の防御的機能を補完していたも

のと考えられる。

第１６図は1-J、Ｊ－Ｋ外壁面でいわゆるアザナ城壁の突出部から東側面にあたる。栗石（裏込め石）

側の高さまで壁面がほぼ残存し保存状況は比較的良いものの、早みが各所で認められ総じて不安定

となっている。城壁下段にはいわゆる補強用石積みと呼称する石積みが一段設けられている。勾配

は凸部分で76～77度、直線部分では80度を超えほぼ直立するようになり、凹入する部分ではまた

勾配が緩くなっている。

第１８図はＫＬ、Ｌ－Ｍ外壁で、一部の天端部分で崩落が大きく２分の1程度欠損、保存状態は比較

的悪い。用いる石材一つ一つの大きさは全体的に大きく、重量感のある造りとなっている。Ｋ－Ｌの

測点No.Ｋ点側の根石では根石一段を20ｃｍ前面へ張り出した構造となっており、外壁面の根石構

築技術として、同種のものは志慶真門郭南側城壁外壁（今帰仁村教育委員会1999）でも認められ

ることから、今帰仁城跡の城壁構造として一般的なものと考えられる。

第20図はＭ－Ｎ，Ｎ一○外壁で東側城壁の中でも最も高く構築された部分である。周辺は岩盤が露

頭しており、岩盤をうまく取り込む形で構築されたことがよく分かる部分である。補強用の石積み

も1ｍほど高さが認められる。城壁面全体の残りは悪く内側の栗石（裏込め石）までの高さの2分

の1程度が崩落している。本壁面にも比較的大振りの石材が用いられており、横方向の目地の通り

も良い。

第22図は○一P外壁で栗石（裏込め石）の部分までを既存の天端とすると、３分の１程度が崩落し

ているが、全体として残りは良い。但し、測点No.○点側にＶ字形の規模の大きな崩落が認められ

る。小振りの石材を用いた場所に挟まれる様に横、縦方向に目地が通る箇所が認められる。

第24図は岩盤と岩盤の間を埋めるように外壁面にほぼ並行して構築される石積みで、仮に東側

城壁の下部石垣として報告する。４つの地点に分けられ、イーロ、ハーニは岩盤も含めると一連の石

積みに包括でき。ホーヘ、トーチが一連のものにまとめることができるが、部分的には繋がらないと

ころもあるので、ここではそれぞれ個別に測量を行った。いずれも岩盤の隙間を埋めるように積ま

れた物であり、石材のサイズも概して小振りである。



東側城壁根石確認試掘トレンチ

今帰仁城跡の城壁に関しては、主郭発掘調査においてＶ層の第Ⅱ期（１４世紀前半～１４世紀中頃）

の築造であることが確認されている（今帰仁村教育委員会1991)。また志慶真門郭第５区の状況か

ら14世紀に築かれたと想定されている（今帰仁村教育委員会1983)。城壁の構築の先後関係につ

いては、石垣のラインや技術的な観点から、主郭から同心円状に外側に順次積み上げられたとする

解釈がなされ、外郭の城壁については今帰仁城跡の城壁の中でも最も新しい段階の城壁であろうと

考えられてきた（宮城2007)。しかし、外郭城壁に関してはこれまで未調査であるため今回その構

築年代の確認を目的に、根石確認の為のトレンチを4箇所設け調査を実施した。

確認トレンチ①（第26図）

Ⅶ区P-34グリッド、西壁沿いに約１，幅のトレンチを設けた。腐植土直下より地山及び柱穴遺構

が検出され、すぐに根石も検出された。根石の下には包含層（Ⅱ層か）が入り込むが、流れ込みの

ようにも観察できたことと、入り込む層から遺物が得られなかったことから、年代把握までには至

らなかった。

確認トレンチ②（第27図）

Ⅷ区p-31グリッド、約１，幅のトレンチを石垣に垂直に設けた。石垣前面にはSR1があり、ＳＲ１

の操を取り除くと下層から根石が検出された。根石は地山面に操を敷き均し造成された上面に積み

上げる。

ＳＲ１からは龍泉窯系青磁Ⅵ類、青花を中心とした遺物が得られていることから１５世紀中頃以降

(主郭第Ⅳ期）の遺構と判断できるが、城壁根石に入り込む層からは14世紀～１５世紀前半（第Ⅱ～

Ⅲ期）の遺物が得られている。

確認トレンチ③（第28図）

Ⅷ区Ｑ-34グリッド、北壁沿いに約50ｃｍ幅のトレンチを設けた。トレンチ②と同様、地山面に篠

を敷き均し造成された上面に城壁を構築していることが確認された。城壁根石に入り込む層からは

１４世紀～１５世紀前半（第Ⅱ～Ⅲ期）の遺物が得られている。

確認トレンチ④（第29図）

Ｖ区S-37グリッド、北壁沿いに約30センチのトレンチを設けた。当該トレンチにおいては窪ん

だ地形に土を入れて造成し、その後、城壁を構築していることが確認された。造成後に堆積し、根

石の下に入り込む層（Ｖ区Ⅱｅ層）からはグスク土器や龍泉窯系青磁Ⅱ類、白磁C2群で構成される

遺物が得られた。これら出土遺物は主郭第Ⅶ層～Ｖ層の出土組成と近似する（主郭第１．Ⅱ期)。

以上、東側城壁根石確認試掘トレンチの成果について述べてきた。城壁の構築年代を確定的に把

握できるような検出状況は今回調査区で得ることができなかったものの、確認トレンチ①②③では

根石下より明確な包含層が認められなかったことから地山や岩盤に根石を支持させ積んだことが確

認されている。一方確認トレンチ④では根石の下に入り込む形でＶ区Ⅱｅ層が検出され、これより

得られた出土遺物が主郭Ⅶ層～Ｖ層の出土遺物組成と近似することから、１４世紀中頃に構築され

たと考えられ、外郭石垣の上限を確認することができた。但し当該成果は同様の調査を複数箇所で

行い確認するとともに、今回は内壁に限ったが、外壁側についても同種の調査を行い、構築年代や

構築技術の詳細を明らかにすることが重要である。
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第２節ＳＲ２（２次調査）

[名称］ＳＲ２

[位置］外郭Ⅶ。Ⅷ区とⅥ。Ⅸ区を区画する石積み遺構

[検出面］東側は現地表面より露出。西側は旧駐車場に埋没

[規模］総延長約50ｍ幅：最大2ｍ、最小1.5ｍ高さ最大1.5ｍ、平均0.5ｍ

[遺構構成］石積み遺構２基

[所見］外郭東側城壁の基準点Ｂから南東方向に延びる石積みがSR2である。Ｂ点から１７ｍの地

点で古宇利殿内へ通じる道で分断される。ここに基準点Ａを設置し、基準点Ｂまでの区間をA-B石

積みとした。ここでは7次調査において石敷きの道跡が検出されており、Ⅸ区とⅧ区を結ぶ通用口

であったことが確認されている。この通用口に基準点Ｙを置き、さらに南側に基準点Ｘ，Ｗを設置

し南側からそれぞれW-X，Ｘ－Ｙとした。また、Ⅸ区側を外壁、Ⅷ区側を内壁とした。

Ｕ-32グリッドではSR2の外壁側は旧駐車場からの客土と現代のゴミに覆われ、これらを除去す

ると面石の前面は崩落したと思われる喋層で覆われていた。この喋層は上層で10ｃｍから１５ｃｍ大

の篠で、土の混入も僅かであった。しかし下層になると30ｃｍ大の操の間に土も多く含まれ、遺物

は貝殻や獣骨等の自然遺物が大半を占めた。さらに喋層の下からはグスク時代に相当の遺物包含層

(Ⅱ層)、面石沿いには篠敷きが検出された。この篠敷きはSR2に沿って長さ約4ｍ、幅約2.5ｍの範

囲でのみ検出され、石積み機能時の遺構と考えられる。内壁面においては根石がⅢ下層を約10ｃｍ

掘り込んで立ち上がるため構築年代は１５世紀前後、少なくとも１５世紀中頃を下限とする遺構であ

ろう。

Ｕ-32グリッド内の内外壁は最も保存状況が良好で、約1.4ｍの高さであった。これは石積みの幅

が2ｍ程度であることから、もともとの石積みの高さもこの程度であったと考えられる。そのほか

の場所では面石が２．３石程度の残存状況であり、崩落により面石が途切れる箇所もある。内外壁

とも根石の約半分は露頭した岩盤の上に据えられ、もともと岩盤の露頭により区切られていたとこ

ろに石を積むことによって区画を明確にしたものと考えられる。

第30図SR2位置図（S=1/300）
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第32図SR2出土遺物

［遺物］第32図はSR2から出土した主要遣物である。

１.青磁第３２図-1はいわゆる劃花文碗（龍泉窯系Ｉ類：以下龍泉窯系省略）の底部資料繕。２は碗Ⅳ

類の底部。３は碗Ｖ類の底部。４は碗Ⅵ類の口縁部。５は盤Ｖ類底部。

２.白磁６は高台割りが浅い。粕調等から白磁碗Ｃ2群（閏清窯系)、金武分類ビロースクタイプⅡ

類に該当する底部資料と思われる。７はＣ3群皿の底部資料で見込みに印花文が施される。

３.青花８は碗Ｄ群の底部で見込みに十字文。９は小壷もしくは水性の口縁部で肩が折れ曲がり縦耳

が取り付く。

４.黒粕陶器１０は天目碗の底部資料霞で黒色の紬を厚く施有する。

５.褐粕陶器１４は口縁部が受け口状となる。１５は口縁部断面が方形となる壷5類。

６.ベトナム陶磁１１は白磁の碗底部で見込みに目跡、内面に型押しによる花文が施される。

７.タイ陶磁１６はシーサッチヤナライ窯系の資料でラッパ状に外反する器形となる。

８沖縄産瓦質土器１２は口縁をくの字に外へ折り曲げ肩が張る壷。１７は鉢もしくは植木鉢で外面

に波状凸帯を廻らし外面にスタンプによる牡丹文を施す。

９.沖縄産焼締陶器１３は喜名焼の碗、口縁部を欠く。
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今帰仁城跡の平郎門の手前に大正５年に関西今泊郷友会によって寄進された鳥居があった。鳥居

は日本本土における神社の神域を象徴する一種の門であるが、沖縄の文化的景観には本来無い要素

のものである。一方で、鳥居は戦前において地元によって建立された歴史的な遺産でもある。しか

し、平成14年度に何度か鳥居表面のモルタルが剥落しているのが確認され危険性も指摘されてい

たため、今泊区と関西今泊郷友会と協議し平成15年度の今帰仁城跡の史跡整備事業において烏居

の撤去工事を行うとともに､鳥居の紀年銘の記された柱部分を一部切り取って記念碑として保存し、

今帰仁村歴史文化センターにおいて屋外展示している。

烏居はコンクリート造りで、心材に鉄筋を用いたもので高さ7.3ｍ、長さ10.6ｍで柱は地中を掘

り込み設置されていた。そこで撤去に伴って行われる脚部掘削については、調査員が立会を行い、

包含層の有無や遺物の回収を行い、脚部の堆積状況について図化する作業を行った。

この結果地表下約１ｍまで掘削が及んでおり、地表下約40ｃｍには厚さ約30ｃｍの包含層が堆積

しているのが確認された。調査によって鳥居の設置された箇所周辺が客土によって覆われているこ

とが確認され、平郎門までの入城ルートが現在のような取付ではなく、少なくとも平郎門を見上げ

る形で入城していくようなルートであったと推定することができた。
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第34図鳥居東側支柱基礎（北壁）
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第３節鳥居撤去工事（立会調査）
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第35図，弓居東側支柱基礎（南壁）
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第33図鳥居付署図（S=1/400）（※アミかけ部分鳥居）
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[這物］第38図は墓撤去時の補足調査におい

て出土した主要遺物である。

1.土器第３８図－１はグスク時代に属する土器

の壷口縁部で混和材に粘板岩を用いる。

2.カムイヤキ２はＡ群の玉縁口縁広口壷で器

壁が薄く、内面には叩き痕が確認できる。

3.青磁３～６は碗。３はいわゆる縞蓮弁文碗

(龍泉窯系Ⅱ類）の口縁部資料で体部に鏑蓮弁

を描く。４．５はIま龍泉窯系碗Ⅳ～Ｖ類の口縁

部資料.。６はⅣ類底部。７はⅣ類皿口縁部資料蔓。

8はＶ類盤口縁部資料。９はⅣ類束口碗の口縁

今帰仁城跡の外郭西区には史跡指定以前より設置された墓が所在している。この墓は史跡内に設

置されているため所有者の了解のもと撤去工事を行い、今帰仁城跡を往時の景観へ復元するための

一作業とした。平成16年度事業において撤去をお願いし、平成17年５月に調査員数名で補足的な調
査を実施した。

墓はコンクリート造りで基礎の掘り込みはほとんど見られないものの、一部包含層下まで撹乱が

及んでいた。撤去については調査員が立会を行い、遺跡一帯の堆積状況の確認と遺構の把握につい

て図化する作業を行った。

この結果、地表下約80ｃｍまで掘削が及んでおり、当該地域には厚さ約30ｃｍの包含層が堆積し

ているのが確認された。調査は墓の撤去工事に伴うものであるため、限られた範囲となっているが、

約10㎡の面積の調査地点に18基の柱穴、１基の土坑を確認することができた。
尿

…＃

秘
＃

〃
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‐一一一一ロラ砦--つ

qq。②』さ§
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９（S=1/50）１V’ 部資料.。６はⅣ類底部。７はⅣ類皿口縁音K隻

第35図墓撤去トレンチ平面図セクション図
８はＶ類盤口縁部資料。９はⅣ類束口碗の｜

部。体部上位で内側に屈曲し口縁がすぼまる形をなす。

４白磁１０はＧ群（今帰仁タイプ°浦口窯系)、１１はＣ3群（無文外反：閏清窯系）口縁部資料･°

は外面に唐草文？を施す。碗と思われるが詳細不明。

５.青花１２は碗Ｇ′群。外面に蕉葉文、見込みに蓮花文。１６は内面青花外面褐紬となる希少品。

６.褐粕陶器１４は口縁部をくの字に折り曲げる。

７.石器１７は玲岩製の砥石と考えられ平坦面を砥面とし、上面には穿孔痕が確認できる。

８.金属製品１８は鉄釘。
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第36図撤去した墓の付置図（S=1/1000）

第４節墓撤去工事（立会調査）
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第１表墓撤去トレンチ出土遺物集計表
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１
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第38図墓撤去トレンチ出土遺物

〃

※網掛け部分は今帰仁城跡周辺遺跡の主体時期である12～16世紀以外の近世期以降の遺物

※遺物の比率については中世のものだけを対象としている。

３８－１５

S=1/３

匠~プーヱご38-13

１

3８－１１
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１
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産地 種別 器種
推 定
個体数

口縁部
破片数 破隅･数

陶
磁
器

陶磁器 統 瀞 ５５ 5８

在地

中国

タイ 褐紬陶器

日本 近代陶磁器 碗・その,他 １ 胴部供あり

-t器

カムイヤキ

近代陶磁器

青磁

白磁

吃

外面褐刺l青花

天；！

,褐紬陶器

鍋・鉢・壷・蝉
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碗

皿
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碗

皿

碗皿

碗

零Ｚ

鉢

2５ ３１

壷Ａ群:1.B群］
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11縁部小片６

胴部

胴部ハー多数
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産地

金属製品
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東側地区は面積が約10,000㎡の広大な地区である。外郭地区全体の中でも戦前からの地形改変

が少なく、石垣などの遺構の残りもよい。このため調査着手前に、地形の平坦地や地籍、石積み遺

構等に基づき、Ｉ～Ⅸ区の９つに地区分けを行った。この中でも、大きく四つの平坦面が確認され

ており、またその平坦面を区画するように石垣や石列が延びていたためこの空間を「Ⅲ．Ⅳ」「Ⅶ」

｢Ⅷ」「Ⅵ～Ⅸ」とし、南北トレンチ約30ｍ、東西トレンチ約40ｍの試掘溝を設定し調査を進め、

外郭の概要を把握するとともに地区設定を行った。

Ⅲ区、Ⅳ区、Ⅵ区、Ⅶ区、Ⅷ区、Ⅸ区より、グスク時代に相当する包含層及び遺構の存在が確認

され、Ｉ区、Ｖ区はグスク時代の遺構が確認されたが、多くの岩盤が露出し、平坦地が乏しい地区

であることから、外郭東区の主体的な地域ではないことが確認された。またⅨ区、Ⅵ区は現在のウ

ーニーなどの遺構との兼ね合いから発掘調査は試掘程度とし、保存地区とした。なお、調査の概要

報告として『史跡今帰仁城跡一外郭発掘調査概報一』今帰仁村文化財調査報告書第23集を発行し

ている。
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第39図東区の試掘調査箇所位置図
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第５節東側地区の試掘（２次調査）
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今帰仁城跡には、現在でも多くの参拝者が訪れる。外郭にも重要な参拝地所が幾つか残っている。

その一つはⅧ区にある古宇利殿内である（Ⅷ区は現在発掘調査中につき、次回以降報告)。もう一

つはⅨ区に残るしコーラウーニーである。船形の土盛りが２つあって、それぞれ本部ウーニー、今

帰仁ウーニーと呼ばれている。字今泊によって行われる祭祁の舞台となる聖域であり、旧盆明けの

戎の日に行われる「ウンジャミ（海神祭)」では船漕ぎの所作を平郎門とウーニーの間を往復しな

がら執り行われる（図版5-5)。現在でも今帰仁ノロさんを中心に今泊区によって祭祁が行われてお

り、外郭を知る上でも重要な遺構の一つである。

前節で紹介したように既に地表面で観察することのできる遺構や地中から現れる遺構、あるいは

祭祁や畑の耕作というような人々の継続的な営みによって造られた景観が多く残るのが外郭の特徴

である。整備委員会においてもこれら遺構を残すべきであるとして、レコーラウーニーも現状保存

とし、Ⅸ区は試掘調査で留めている。
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第７節Ⅲ。Ⅳ区（３次調査）

Ⅲ．Ⅳ区は外郭東区の最も高い位置に広がるテラスに位置する。Ⅲ．Ⅳ区は調査着手時にはⅢ区
とⅣ区として2つに分け調査を実施した。地表面において石列が１列、畑の畝跡が確認されている。

面積約1,300㎡のテラスで、北側に土留め石積み（SR3）配し、西は平郎門へと至り、東はＶ区と
の境界地となっている自然岩盤の上に粗雑に積み上げられた石積みが見られる。南側のＩ区も同様

に岩盤が露頭する地域で、自然岩盤の見られないテラスを選定し土地利用したものと考えられる。

調査を進めるにあたりⅢ．Ⅳ区のテラスのほぼ中央に延びるSD5は、Ｉ層（近現代の畑の耕作土）

に伴う遺構と確認され、Ⅲ．Ⅳ区のテラスを区分けするようなグスク時代の遺構は確認されず、遺

構の分布、テラスの利用状況から推して、当初２つに区分けしたⅢ．Ⅳ区は一枚の平坦面として理

解された。また、Ⅲ．Ⅳ区とⅦ区を区画している地表面に露出したSR3も調査の結果Ｉ層に伴う遺

構であったが、この土留め石積みによって、Ⅲ．Ⅳ区とⅦ区の包含層が分断され連続していないこ

とも確認された。そのため、Ⅲ．Ⅳ区とⅦ区は統一の層序を設けず、それぞれの区において完結す

る層序を用いた。

さて、Ⅲ．Ⅳ区の堆積状況は東側で浅く、西側に移行するにしたがい堆積が厚くなる状況が容易

に看取することができる。これはⅢ．Ⅳ区の土層が東側から西側へと流出したことを示すと考えら

れるが、西側のＵ-33,Ｖ-33などの堆積の厚い箇所では層厚が1ｍを超え、９枚の士層が確認でき

る。逆に東側の堆積の薄い、Ｕ－３６，３５，３４，Ｔ-36,35、S-35などでは、３０～40ｃｍ程度でＩ

層を取り除くと地山が現れ遺構面に到達する。そのためⅢ．Ⅳ区の基本層序は士層の厚いU-33の

南壁に設定した。

１．遺構

Ⅲ．Ⅳ区は柱穴が少なく比較的土坑の分布が目立っている。過去にも周辺遺跡調査報告において

柱穴が密集するところと（母屋分布区域)、柱穴の径が大きいが密集しないところ（作業スペース）

として報告している（今帰仁村教育委員会2005)。これまでの志慶真門郭・主郭調査においてまだ

高倉等の施設は確認されていないことから、この外郭に作業場的な施設があったと考えられる。ま

た周辺遺跡で確認されている竪穴建物遺構が2棟確認され、城内遺構との類似性が特に指摘できる。

種類

・掘立柱建物跡

・柱穴列遺構

・柱穴

・不明遺構

・溝状遺構

・土坑

・土留め石積み

・石積み遺構

・造成層

・土塁状遺構

遺構数

3棟（内訳：高倉1棟、竪穴建物2棟）

1基（PL1）

299基

96基（柱穴や土坑以外の用途不明の遺構）

4基（SD286等）

9基（SK170,SK266,SK328-1,SK328-2等：ＳＢＯ１・０２土坑含む）

1基（SR3）

2基（外郭東側城壁、SR2）

2基（第１造成層・第２造成層）

2基（ＳＭｌ・ＳＭ２）

5１



第41図Ⅲ。Ⅳ区遺構配置図
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はSBO1廃棄後に堆積した土層と

も考えられ、土坑内ii層はＳＢＯ１

構築時または、構築前の造成に

伴うものと考えられる。また、ｉ

層は層厚が10ｃｍと非常に浅く、

士坑として掘り込んだものとは

考えにくい。そのため、ｉ層は、

下層のii層がSBO1使用していく

過程で窪み、その後、上層の包

含層が堆積していったものでは

ないかと考えられる。

士坑内覆土からは全体的に古

い遺物が得られている。グスク

土器、薄手のカムィヤキ、青磁

劃花文碗、同縞蓮弁文碗、褐粕

陶器小壷、イノシシ下顎骨、軽

石製品など、またこの土坑から

玉が計１１点得られている。土坑

に伴う柱穴からはpit253で白磁

C2群、pit252で青磁Ｖ類が検出

されている。
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[名称］ＳＢＯ１（竪穴建物跡）［位置］Ⅳ区Ｓ-34［検出面］第１造成層i層

[規模］１間×１間（長軸約250ｃｍ×短軸約200ｃｍ）土坑（長軸約240ｃｍ×短軸約190ｃｍ）
[遺構構成］柱穴４基（S２５２．２５３．２５５．２５６）土坑１基（SK257）

[所見］Ｐit２５２．２５３．２５５．２５６と、それに伴う士坑SK257によって構成される竪穴建物。柱

穴の大きさは40～50ｃｍ程度で、深さはpit252、253,256は60～70ｃｍとほぼ同じ深さとなるが、

pit255のみ約40ｃｍと他の柱穴に比べ浅くなっている。柱痕はpit253にのみ認められ、その直径は

約２０ｃｍを計る。柱穴内からは模石と考えられる操が検出されている。ＳＫ２５７土坑は長軸約

240ｃｍで、短軸約190ｃｍとなっている。深さは約80ｃｍを計り覆土は２枚の層に分層された。ｉ層

は柱穴内覆土と同じ暗褐色を呈するが、ｉｉ層は明褐色と褐色がまざるまだら層となり様相が異なる。
その為、土坑内i層や柱穴内覆土 ９９羽!．
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第42図SBO1位置図（S=1/300）

第43図SBO1遺構詳細図
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[遺構内堆積層］柱穴内の堆積層：暗褐色土に赤褐色土がブロック状に少量混入し、炭も僅かに

混入する。土坑内の堆積層：ｉ層は暗褐色土に赤褐色土と炭を多く混入する。ｉｉ層は、褐色土と明

褐色土が混ざり合うまだら層で、炭を僅かに混入する。

[遺物］第44図はSBO1から出土した主要遺物である。

1.青磁第44図-1はいわゆる縞蓮弁文碗（龍泉窯系Ⅱ類）の口縁部資料で、体部に鏑蓮弁を描く。

２．３は龍泉窯系碗Ⅳ～Ｖ類の底部資料。４は龍泉窯系碗Ｖ類の底部資料である。５は龍泉窯系Ⅵ類

の碗口縁部資料。

2.白磁６は白磁碗C2群（閏清窯系)、金武分類ビロースクタイプⅡ類に該当する口縁部資料。

3.玉７～１０はガラス小玉である。主郭分類において丸玉としたものに該当し、４点ともｃ種

(5ｍｍ以下の小玉で溶解したガラスを1～3回程度棒状工具で巻き上げる資料）にあたる。

5４

第44図SBO1出土遺物
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pit１３２．１３５．１３７．１３９．１４０．１４４の柱穴が配される。

これらの柱穴は隣接するSBO3の柱穴によって切られ、全

形は窺えないが、その直径は30～50ｃｍ程度となる。それ

ぞれの柱穴はＧＬより４５ｃｍ程度掘り込まれ、柱痕は

pitl37にのみ認められる。

炉跡は長軸約240ｃｍ、短軸約170ｃｍ、深さ約80ｃｍと

なる。ほぼ垂直に掘り込まれ、炉底は平坦にならない。

覆土は８枚に分層。iia層からは多量の操が検出され、ｖｉ

層からは多量の焼土塊と共に多量の炭化物（ムギ）が検

出されている。炉壁及び炉底は火を受け赤褐色を呈する。

土坑内覆土からはグスク土器・カムィヤキ・青磁Ⅱ類・

Ｖ類。白磁碗Ｄ群などが得られている。柱穴からは遺物は

遺構詳細図
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検出されていない。廃棄年代は１５世紀前半頃と考えられ

(S=1/300）
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[名称］ＳＢＯ２［位置］Ⅲ区Ｔ-34［検出面］地山

[規模］１間×１間（長軸約260ｃｍ×短軸約170ｃｍ）

炉跡（長軸約240ｃｍ×短軸約170ｃｍ）

[遺構構成］柱穴６基（pitl32。１３５．１３７．１３９．１４０．１４４）炉跡１基（SK295）

[所見］ＳＢＯ２は炉跡とそれに伴う掘立柱建物跡によって構成される。炉跡を中心にその周囲に
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[遺構内堆積層］炉跡：堆積状況より８枚の層に分層。ｉ層は褐色土と黄色土が混ざるまだら層。

iia層は土色はほとんどi層と変わらないが、５～10ｃｍ大の操を多く含んでいる。ｉｉｂ層は暗褐色

士に部分的に黄褐色土がブロック状に混ざる層ｂｉｉｃ層は赤褐色の焼土層。iii層は明るさの違う褐

色土が混ざり合う層。ｉｖ層は褐色土と黄色土が混ざり合う層で焼土・炭を多く含む層。ｖ層は黄色

土で部分的に細かい砂利を含む層。ｖｉ層は褐色土に多量の焼土を含む層で炉底直上の層。柱穴：柱

穴内覆土は褐色土に明褐色土が混ざるまだら層が堆積している。焼土、炭を微量混入。

[炭化植物遺体］土坑SK295の炉跡内堆積層最下層vii層の炉床面に接しムギと炭化材が堆積範囲

の床全体を覆うものではないが、ブロック状に検出され、当該遺構を考える上で重要な資料と推察

される。資料の炭化植物遺体相の内容については札幌大学大学院の千田寛之に資料提供を行い分析

いただき、別項にて詳述している（第Ｖ章第3節)。また、当該資料について国立歴史民俗博物館

に資料提供し、炭素14年代測定法による分析を行った結果速報ながら下記のような年代が得られ

た。

資料名称地区 資 料 種 測 定 機 関 番 号 炭素14年代暦年較正（確率）

ＯＫＮＫ－Ｃ３ＳＫ２９５炭化材PLD-11072475±2５AD1415-AD1450（94.8％）

[遺物］第47図はSBO2から出土した主要遺物である。

1.青磁第47図-1は龍泉窯系碗Ⅱ類の口縁部資料で体部に縞蓮弁を描く。２～7は龍泉窯系碗Ｖ類

で、４はモチーフは不明だが内外面Iこへラ彫りによる草花文を施す。８～10は同皿Ｖ類資料。

2.白磁１１は白磁碗Ｄ群（部武窯系）の資料。厚みのある低い高台を持ち、ゆるやかに外反する。

１２はＤ群（部武窯系）の皿で（杯の可能性もあり)、全体に煤が付着し火を受けている。
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[名称］ＳＢＯ３［位置］Ⅲ区Ｔ-34［検出面］地山

[規模］１間×１間（長軸約175ｃｍ×短軸約155ｃｍ）

[遺構構成］柱穴4基（pit１３６．１３８．１４１．１４３）

[所見］Ｐit１３６．１３８．１４１．１４３で構成される掘立柱建物跡。柱穴の直径はそれぞれ40～60ｃｍ

程度で、深さは30～40ｃｍ・柱痕はpitl36のみに認められる。Ｉ層（耕作土）を除去した段階で確

認された為、遺構検出面は削平されていると考えられる。SBO3はSBO2の柱穴と土坑を切る形で検

出されており、SBO2より新しい遺構と確認できる。遺物はpitl41でヤコウガイが得られているの

み。

[遺構内堆積層］ｐｉｔｌ３６：柱痕（i層）は褐色土に明褐色土が少量ブロック状に混ざり、覆土とな

るii層は褐色土に明褐色土が多く混ざる。pitl38は５枚に分層できる。ｉ層は褐色士に明褐色士が

多く混ざる層。ｉｉ層は褐色土に明褐色土、焼土が多く混ざる層。iii層は暗褐色土に明褐色土が少量

混ざる層。Ⅳ層は褐色土に明褐色土が混ざり焼土・炭を混入。Ｖ層は褐色土に明褐色士が比較的大

きくブロック状に混ざる。ｐｉｔｌ４１：暗褐色土に明褐色ブロック・焼土・炭が混入する層。

pitl43：褐色士に明褐色土が混ざり焼土・炭が少量混入。

第49図SBO3遺構詳細図

[名称］ＳＫ１７０［位置］Ⅳ区Ｔ-34［検出面］地山

[規模］長軸約180ｃｍ×短軸約130ｃｍ ［遺構構成］土坑１基

[所見］長軸約180ｃｍ、短軸約150ｃｍの隅丸方形状の士坑で、深さは約75ｃｍを計る。土坑の底

面は平坦となり、側壁は垂直に立ち上がる部分もあるが、岩盤などの制約をうけて、垂直に立ち上

がらない部分もある。覆土は8枚の層に細分されているが、大きくはｉ・ｉｉ層とiii層の二つに分ける

ことができる。ｉ・ｉｉ層は暗褐色を呈し多量に炭が混入するのに対し、iii層は地山の土色と類似し

た明褐色を呈し炭の混入も僅かとなり、ｉ・ｉｉ層とは全く異なる様相を呈する。このことからｉ・ｉｉ

層が土坑の使用時に堆積した層であるのに対し、iii層は土坑構築時に工法的な目的で、土坑内に

入れた土居ではないかと考えられる。また、この土坑のｉ・ｉｉ層からは多量の炭とともに、多くの

魚骨や獣骨などの食料残津、青磁碗・皿・盤（Ｖ類）・褐紬陶器壷など、特に銭貨が多く得られて

いる（洪武通賓を中心に合計26点)。廃棄土坑と思われる遺構である。
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[遣構内堆積層］ｉ層：暗褐色と明褐色土が混ざるまだら層。iia層：暗褐色土層で炭を多量に含む。

iib層：褐色土に暗褐色土が混ざるまだら層。ｉｉｃ層：暗褐色土に褐色土がブロック状に混ざるま

だら層。ｉｉｄ：暗褐色土に僅かに明褐色土が混ざる層。iie層：暗褐色土層に明褐色土がブロック

状に混ざる層で焼土．炭を含む。iii層：明褐色土に僅かに暗褐色土と炭が混ざる層。

[遺物］第52図～第55図はSK170から出土した主要遺物である。

1.青磁第52図-1は龍泉窯系碗Ⅳ類。２～１６は龍泉窯系Ｖ類。１～8は無文外反碗である。２．３は

見込みに菊花文のスタンプを施文する無文外反碗で高台の造りが若干異なる。２がより方形に近い

Ⅳ類の特徴を、３が方形高台から崩れて退化したＶ類の特徴を有する。９．１０は外面に無縞の蓮弁

を配する資料で、９は玉縁状の口縁に剣先蓮弁を丁寧に描き、見込みに印花を施す。１１は腰折れの

無文外反皿。１２は口折れ無鏑蓮弁皿。１３．１４はＶ類の顎縁の盤。１５は菊花杯で外体面は線彫りで

2段に蓮弁を廻らし内体面を丸彫りの幅の広い蓮弁を配する。１６は内湾する無文杯。

2.白磁１７は白磁碗C3群（閏清窯系）の口縁部。１８はＤ群（部武窯系）の直口口縁の皿。

3.青花第53図-19は元様式の花唐草文盤と思われる底部資料で、主郭出土遺物（今帰仁城Ⅱ６２図－

３)、周辺遺跡屋敷地3出土遺物（周辺Ⅱ５５図-2）に酷似する。

4.韓国青磁２０は象厳青磁の碗胴部破片。

5.褐軸陶器２１は肩の張りの弱い四耳壷で、口縁は外に折れて肥厚する。

6.円盤状骨製品２３は獣骨を円盤状に成形した駒石と思われる製品。全面に丁寧な研磨を施し断面

は長方形を呈し上原分類では（駒石-円盤型-骨製品）に該当する（上原2004)。

7.金属製品２４～31は鉄製品である。２４～27は鉄釘、２８～31は刀子。

8.石器３２は砂岩製の砥石。

9.玉３３は勾玉でもともとは冴緑青であったと思われるが風化が著しく白色化する。３４はガラス

小玉で主郭分類b2種にあたるが風化が激しい。

10.銭貨第54図-35は至道元賓（北宋・995)、３６は照寧元費（北宋・1068)、３７～40は元豊通賓

(北宋・１０７８：３８～40は折二銭)。４１は元祐通賓（北宋・’086)、４２は元符通賓（北宋・１０９８：

折二銭)、４３は聖宋通責（北宋・１１０１：折二銭)、４４は崇寧重責（北宋・１１０３：当十銭)、４５は大

観通賓（北宋・1107)、４６．４７は政和通賓（北宋・１１１１)、４８は淳祐元賓（南宋・１２４１：折二銭)、

第55図-49は至大通賓（元．１３１０)、５０～58は洪武通賓（明．１３６８：５１は当三銭、５２は折二銭)、

５９．６０は不明。未図化の1点の洪武通賞を含め、計26点と60の不明銭。
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[名称］ＰＬ１［位置］Ⅲ．Ⅳ区Ｕ－３５．３６，Ｖ-35［検出面］地山
[規模］約12ｍ ［遺構構成］柱穴列（pit3・’０．２９．２８８．２８９．２９０．２６７）

[所見］ＰＬ１は径の大きい柱穴が等間隔に一列に並ぶ、‘性格不明の柱穴列である。柱穴の直径は
80～90ｃｍを計り、深さは60～80ｃｍとなり、ｐit３．１０．２６７において柱痕が確認されている。検

出面の上層のＩ層は耕作士となっているため、検出された柱穴は上部が削平された可能性が高い。

ＰＬ１は柱穴列が間隔約3ｍの等間隔に並んでいるが、pit288、２８９，２９０は切り合っており、

PL1にどの柱穴が伴うのか不明である。pit267より南東方向へ遺構延伸確認を行ったが柱穴は確認

されなかった。遺物は小破片であるが白磁Ａ群碗やグスク土器が得られている

[遺構内堆積層］pit267：褐色士と黄色士が混ざるまだら層。ｐｉｔ３：暗褐色土に黄色土がブロック

状に混ざる層。pit29：明褐色土に褐色士が僅かに混ざる層。pitlO：褐色土と明褐色士が混ざるま

だら層。ｐit２８８．２８９．２９０：褐色土と明褐色土が混ざるまだら層。
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遺物

6４

[名称］ＳＫ２６６ ［位置］Ⅳ区Ｔ-34 ［検出面］地山

[遺構構成］土坑１基［規模］長軸約180ｃｍ×短軸約150ｃｍ

[所見］長軸約180ｃｍ，短軸約150ｃｍの略三角形状の土坑で単体で構成する。ＧＬより３０ｃｍ程
度掘り込んでいる比較的浅い士坑であるが、Ｉ層（旧表土耕作土）を除去した段階で確認された為、
遺構本来の検出面は削平されている可能性が高い。北東側ではＧＬより５～15ｃｍと浅いところで底

面が検出されており、そこから南西側へ落ち込むように深くなり、最も南西側ではＧＬより３０ｃｍ

下で底面が検出され、そこからピットが検出されている。この士坑から出土した遺物のほとんどが

グスク土器であり、僅かに魚骨や獣骨などの自然遺物が出土する。

[遺構内堆積層］ｉ層：暗褐色土に明褐色土が混ざるまだら層で、焼土が混入する。

[遺物］第60図-1～4はSＫ266,5はS265で出土した遺物である。

1.土器ｌ～5はグスク時代に属する土器で混和材に粘板岩を用いる。１は口縁が直口する鍋。２は

頚部を微弱に外反させ肥厚させる蜜形土器。３～5は器種不明。絵伽≠
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SK328-l：SK328-2を切る土坑で、平面形は不定形となり、長軸が265ｃｍ、短軸が120ｃｍとなる。

士坑底面は弧状となり、東側の側壁は垂直に立ち上がるが、西側では緩やかな傾斜となり、深さは

ＧＬより４５ｃｍ前後を測る。Ⅱ下層を除去した段階で地山面より検出した。土坑の性格は判然とし

ない。この土坑より、白磁の八角杯などが出土している。

[遺構内堆積層］

i層：ｌ０ＹＲ暗褐3/3に黄褐色士が混ざるしまりの良い層で、炭、焼土を含む。２０ｃｍ大の比較的大

きな操が層中より検出する。

ii層：l0YR黄褐5/6に暗褐色、しまりの良い土層で、炭が僅かに混入する。

SK328-2；ＳＫ３２８に切られる土坑で、平面形は明確ではないが、不定形になるものと考えられる。

規模は長軸が142ｃｍ、短軸が135ｃｍとなり、土坑底面は平坦にならない。側壁西側において、側

壁を外側に向かって掘り込んでおり、側壁東側はSK328-1によって切られるため立ち上がりの形

状は不明である。深さはＧＬより６０ｃｍ前後となり、深い士坑となる。SK328-1の下層より検出さ

れている。

[遺構内堆積層］

iii層：7.5ＹＲ褐4/6に暗褐土がまだら状に混ざる、しまりの良い層である。

iv層：１０ＹＲにぶい黄褐4/3に10ＹＲ黄褐5/6が少量混ざる、しまりの良い層である。

ｖ層：l0YR黄褐5/6に暗褐色土が混じる層である。

ｖｉ層：１０ＹＲにぶい黄褐4/3に7.5ＹＲ明褐5/8が僅かに混ざる層で、炭を僅かに含む。Ⅳ層と色調

が類似する。

vii層：7.5ＹＲ明褐5/8と10ＹＲにぶい黄褐4/3が混ざるまだらな層で、炭を僅かに混入する。

童

第61図SK328-1、SK328-2位置図（S=1/300）
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[名称］ＳＫ３２８［位置］Ｔ-33［検出面］地山

[遺構構成］土坑１基［規模］265ｃｍ×140ｃｍ

[所見］T-33より検出された土坑で、覆土をＩ～Ⅶ層に分層することができた。当初一つの土坑

と思われたが、半裁の結果二つの士坑が切り合った形で存在していることが確認され、ｉ～ii層を

SK328-1とし、iii～vii層をSK328-2とした。土坑を半裁した段階で二つの土坑の切り合いを確認
した。SK328-2平面形は明確ではない。

83ｍ

第62図SK328-1、SK328-2遺構詳細図
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[遺物］第63図はSK328から出土した遺物である。

1.青磁１は龍泉窯系Ⅱ類の碗口縁部。２．３は同Ⅳ類の碗である。２は口縁を緩やかに外反させオ

リーブ色の薄い透明紬を施紬。３は見込みに印花を施文し外底は無紬となる。４は同Ｖ類の盤。

2.白磁５はＡ群碗の口縁部と思われる資料。６はＤ群八角杯の底部で灰白色の紬を内底から外面高

台脇まで施紬する。

3.青花７は瓶の胴部破片資料で外面は牡丹唐草文を施す。

4.黒軸８は天目碗の口縁部資料で黒色の紬を厚く施有する。

5.銭貨９は判読が難しい。不明円形方孔銭貨。
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磯具、！
6３－５
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謬犠蕊琴
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(S=1/1） 5cｍ

０（S=1/３１~8）１０ｃｍ
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第63図SK328出土遺物

6３－８

[名称］ＳＤ１５８［位置］Ｔ-34［検出面］地山

[遣構構成］浅い溝［規模］幅90ｃｍ

[所見］Ｔ-34グリッドでＩ層除去後に検出された浅い溝状遺構で、深さは約20ｃｍ前後となる。

当該遺構は両端をSBO2遺構やⅡａ層に切られていたため、どのような機能をもった遺構であった

のか詳細はよくわかっていないが、出土遺物はグスク土器を中心とした比較的古い遺物（13世紀

後半～14世紀頃）で構成されていた。

[遺構内堆積層］

i層：１０ＹＲ褐色4/4の士層に微細レキ等が多く混入する層で、削ったときにジヤリジヤリと固くし

まる。炭が比較的多く、焼土少量を含む。

[遺物］第66図はSK158から出土した遺物である。

1.土器１～3はグスク時代に属する土器で混和材に粘板岩を用いる。１は壷形土器で口縁を外側に

屈曲させる。２．３は器種不明。

2.カムイヤキ４はカムイヤキ底部破片でB群の壷か。

3.青磁５は龍泉窯系Ⅱ類碗口縁部資料で体部に箆彫りの鏑蓮弁を描く。６も同Ⅱ類底部資料。外底

及び畳付け露胎となる。

4.石器砂岩の砥石で欠損しているため全形は不明だが、砥面と思われる平坦面は若干凹む。
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‘鳥凄亨蕊

[名称］ＳＤ２８６［位置］Ｓ-34［検出面］地山及び第１造成層i層

[遺構構成］浅い溝［規模］５ｍ30ｃｍ×１ｍ30ｃｍ

[所見］Ｓ-34グリッドより検出された「L」字状に延びる浅い溝状遺構で、深さは約10ｃｍ前後と

なる。遣構は幅130ｃｍ前後であるが、「L」字状に屈曲し、西側へと移行する部分では、その幅が

40ｃｍ前後と狭まる。遺構内覆土は10ＹＲ暗褐色3/3に明褐色土が混入する土層となる。遣構の性

格ははっきりとはわからないが、第１造成層と地山の境界より検出され、加えてSBO1を囲む形で

検出していることから、しまりの悪い第１造成層の流出を防ぐために設けられたSBO1に伴う排水

溝的な遺構と考えられる。検出面の上層にはⅡ上層（15世紀頃）が被覆しており、１５世紀頃まで

に廃棄された遣構と考えられる。

[遺構内堆積層］

i層；１０ＹＲ暗褐3/3の土層に明褐色土が混入する土層で、炭、焼土を含む。

[遺物］第69図はSD286から出土した遺物である。

1.土器１はグスク土器底部。器種は不明。

2.青磁２．３は龍泉窯系Ⅳ類。２は口縁は直口となり、外面に施された蓮弁は輪郭が複線となる。

3は緩やかに内湾する器形で皿と思われる。４はⅣ類もしくはＶ類碗の口縁部。

3.褐紬陶器５は逆L字状肥厚口縁となるＩ類資料。型起こしによる龍文を施す。
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後に口唇の紬を掻き取るいわゆる

口禿皿である。 、。
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第70図第１造成層付置図（S=1/300）
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[名称］第１造成層［位置］Ｓ-34

[検出面］地山［規模］６８ｍ×5.3ｍ

[所見］Ｓ-34北側に長軸6.8ｍ短軸5.3ｍで分布しており、Ⅱ上層を除去した段階で検出している。

斜書面地を平坦にするために異なる土を５回に分けて入れ込んで造成しており、ｉ～ｖ層に分層する

ことができた。今帰仁城跡主郭地区で検出した造成に認められる版築は確認されなかった。ＳＲ３を

撤去すると、その法面に第１造成層i層～v層が切られた形で検出したため、ＳＲ３構築時に削平され

たと考えられる。また、造成に伴う土留め施設が確認されておらず、これもSR3構築時に破壊され

たのではないかと考える。

第１造成層からは、グスク土器やカムイヤキなど13世紀後半の遺物がまとまって出土している

が、これらの遺物が造成を行った年代に対応するかは判然としない。

[這構内堆積層］

ｉ層：7.5ＹＲ明褐4/6と10ＹＲ褐5/6が混ざるまだら層で、層厚は東側では薄く西側に移行するに

つれて厚さを増し厚いところで25ｃｍを測る。

ii層：l0YR褐4/4炭を含む。層厚は東側では薄く西側に移行するにつれて厚さを増し、厚いとこ

ろで、１８ｃｍとなる。

iii層：１０ＹＲにぶい黄褐3/4とl0YR褐4/4が混ざるまだら層で一部砂利を含む。層厚は極端に薄く

３～4ｃｍの厚さで堆積している。

iv層：ｌＯＹＲ褐4/4を呈する土層で、層厚は薄く３～10ｃｍの厚さで堆積している。

ｖ層：7.5ＹＲ明褐5/8に10ＹＲ褐4/6が混ざるまだら層である。

!;饗瀬饗惑駕潟た這物…蕊もめ2.青磁２は龍泉窯系Ⅳ類の皿底部。

‘〆〆罷…
見込みに双魚文を施す。

3.白磁３．４は皿Ａ群の資料で全面施紬

(S=1／100）

85，一

０第71図第１造成層詳細図
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然としない。

[遺構内堆積層］

i層：l0YR褐4/4と7.5ＹＲ明褐5/8が混ざる粘性の強い層で、

堆積は厚い。

[遺物］

1.金属製品６は鉄鎌で先端部が平坦となる塗頭形の資料で

茎は断面円形となる。

2.玉７はガラス小玉で主郭分類ｂ２種にあたる。色調は強い

緑みの青となる。

-85ｍ

第72図第２造成層 置図（S=1/300）
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[名称］第２造成層［位置］Ｔ-34,35、Ｕ-３４，３５［検出面］地山

[規模］８ｍ×5.5ｍ

[所見］Ｔ-34,35,Ｕ-34,35に分布する造成層で、長軸8ｍ、短軸5.5ｍを測る。l0YR褐4/４

と7.5ＹＲ明褐5/8が混ざる粘性の強い層で､層厚は最も厚いところで94ｃｍにも及ぶ。Ｉ層（近現

代の耕作土）を除去した段階で地山面から検出され、当初、土坑などの遺構とも考えられたが、そ

の規模の大きさなどから造成層と判断した。第２造成層の断面をみてみると、中央部が最も堆積が

厚く縁辺部に移行するに従い、層厚が薄くなることから、窪んだ地形に土を入れ平坦地を造成した

ものと考えらえる。遺物はグスク土器、青磁Ⅱ類碗（縞蓮弁文碗）など13世紀後半～14世紀前半

頃の遺物がまとまって出土しているが、これらの遣物の年代が造成を行った年代に対応するかは判

-83ｍ

Ｏ
ｑ

7０

吃山
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第73図第２造成層詳細図

(S=1／100） 5ｍ
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[名称］第３造成層［位置］Ｕ-３３，３４［検出面］地山［規模］不明

[所見］Ｕ-33,34北壁沿トレンチ、Ｕ-33東壁沿トレンチで確認された造成層。Ⅳ層（グスク土

器、青磁鏑蓮弁文碗などが主体的に出土）より下層で検出しており、出土数は少ないが、グスク土

器や青磁鏑蓮弁文碗などが出土していることから、１３世紀後半～14世紀前半以前の造成と考えら
れる。

[遺構内堆積層］

i層：ｌ０ＹＲ暗褐3/４と7.5ＹＲ明褐5/8が混ざる層で、炭、焼土を少量含む。

[遺物］

1．白磁５はＡ群の皿で全面施紬となり、口縁部は欠損するが口唇のみ紬を掻き取るいわゆる口禿

の皿になると思われる。

2.土器８．９はグスク土器で共に混和材に粘板岩を用いる。８は口縁を外側に屈曲させる壷形土器。

2の底部は器種不明である。

Ｌ
７４－１

０（S=1/３１～５，８～9）１０cｍ

第74図第１～3造成層出土遺物
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[名称］ＳＸ１［位置］Ｖ-33［検出面］地山［規模］不明

[所見］Ｖ-33グリッドの南東側において確認された集石遺構である。しかしⅡ層との土色が酷似

していて分層することができなかったため、位置図に破線で範囲を示すに留めた。遣構の根拠とし

て5～20ｃｍ大の古期石灰岩が散石的に分布していること、もう１点は古い遣物で構成されていたこ

とである。

[遺構内堆積層］

i層：ｌ０ＹＲ暗褐3/4と7.5ＹＲ明褐5/8がわずかに混ざる層で、炭、焼土を少量含む。

7１
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[遺物］

1.青磁第76図-1は龍泉窯系青磁碗Ｉ類の口縁部資料.で、

内面Iこへラ描きによる文様を確認できる。２は同碗Ⅱ類の

口縁部資料。外体面に縞蓮弁が施される。３は同碗Ⅳ類の

底部資料．。発色の悪い紬を高台外側まで施紬し、見込み

には印花が施される。４は同安窯系の青磁皿。小破片のた

め無文であるが、見込みに櫛描文が描かれるものと思わ

れる。

2.白磁５は皿Ａ群の口縁部資料で端反りとなる。口唇の

紬を掻き取るいわゆる口禿皿。

3.褐紬陶器６は口縁部が微弱に外反し口唇で若干肥厚す

る比較的長頚の壷。暗褐色の紬を全体に掛け流し、口唇

及び頚部の紬を雑に掻き取る。類似する器形として首里

城京の内において白紬水性が出土しているが、水性か壷

かは不明（沖縄県教育委員会1998)。

マー－-iニテ万
7６－１

、←_トー言〆
７６－４

第76図SX1出十遺物
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第75図ＳＸ１遺構付舌図（S=1/300）

蟻

7６－３

7６－６
０ (S=1/3）１０cｍ

2.ⅢoIV区出土遺物

Ⅲ．Ⅳ区において出土する陶磁器の多くは時期的に13世紀後半から１５世紀前半に収まるもので

ある。中でもⅢ～Ｖ層で出土する陶磁器は今帰仁城跡内においても比較的古い陶磁器が占め、グス

ク土器・カムイヤキ、中国産陶磁器等が出土している。７７図1～27はⅢ～Ｖ層出土、２８～32は遺

構上面において検出された遺物である。遺構内遺物に関してはⅢ～Ｖ層出土の遣物と比べると若干

時代が新しい。Ⅲ～Ｖ層の時代的な相違はみられない。

Ⅲ～Ｖ層出土遺物（第77図）

１．滑石（第77図－１８．２８）１８は混入土器。２８は滑石製石鍋の小破片。

２．土器（第77図－１．２，１０～12,19～22,29）土器はいずれもグスク時代に属するもので、

総じて粘板岩を混和材として用いる特徴を持つ（第３様式)。１０．１９．２９は壷形、１１．２０は鍋形

土器の口縁部資料。１．２．１２．２１．２２は器種不明の底部資料。

３．カムイヤキ（第77図-3）厚手の造りとなるＢ群の壷。

４．瓦質土器（第77図-23）鉢：本土産瓦質土器と思われる標品で、灰白色の粗製の陶土を用い

瓦質焼成される。器形は鉢が想定される。類例資料が主郭Ⅸ層で出土している。

５．青磁（第77図-4～８，１３～16,24～２７，３０，３１）

碗：４．１３．１４．２４．２５はいわゆる鏑蓮弁文碗（龍泉窯系Ⅱ類）の口縁部資料で、体部に縞蓮弁

を描く。６は龍泉窯系Ⅲ′類底部資料。紬が高台が細く三角形状となり、畳付けを紬剥ぎする。Ⅲ

類文様は縞蓮弁が多いが、上面を欠損しているため文様の有無は不明。５．１５．３０は無文外反碗の



口縁部資料で、３０は紬調等からⅣ～Ｖ類、５．１５はＶ類。

皿：８．２６．２７は櫛描文皿の資料と思われるが､文様部分を欠損しており文様の有無は不明である。

７．３１は龍泉窯系Ｖ類。７は外面に無縞蓮弁を施し外底を紬剥ぎする。

盤：１６はⅣ～Ｖ類の鍔縁盤。内面には4本櫛により細蓮弁が描かれる。

６．白磁（第77図-32）Ｄ群（部武窯系）の八角杯口縁部資料。

７.青白磁（第77図-9）器高の低いく夕底の合子で蓋の接着面及び底面は無紬となる。

８.金属製品（第77図-17）鉄釘。

Ⅱ下層出土遺物（第78～80図）

１．土器（第78図-33～36）いずれもグスク時代に属する土器で（第３様式)、３３は内湾する鍋形

土器で内面に工具による刷毛目が明瞭に残る。３４は比較的短頚の壷形土器で、口縁部に指頭圧痕

が並ぶ。３５．３６は器種不明の底部資料。

２．カムイヤキ（第78図-37～40）３７．３８は厚手の造りとなるＢ群の壷。３７はわずかに外反気味

に直立し口唇部は平坦にする。口唇部は平坦に造るために端部は内外面方向に若干拡張させる。内

面にタタキが観察できる。３９は方形状に成形された把手破片。４０は注ぎ口部分の破片。

３．瓦質土器（第78図-41）本土産瓦質土器の鉢と考えられる資料。

４.青磁（第78図-42～60、第79図61～70）

碗：４２は櫛描文碗（同安窯系Ｉ類）の口縁部資料。４３～45は劃花文碗（龍泉窯系Ｉ類）の口縁部

資料。４３．４４は内面に方切り彫りの文様が施され、４５は無文となる。４６．４７は縞蓮弁文碗（龍

泉窯系Ⅱ類)。４８～52は龍泉窯系Ⅳ～Ｖ類と思われる口縁部資料。５３～60は底部資料。５３は龍泉

窯系Ｉ類、５４．５５は龍泉窯系Ⅱ類、５６，５７は龍泉窯系Ⅳ類、５８～60は龍泉窯系Ｖ類。

皿：第79図-61～65は皿。６１は同安窯系無文皿。６２は龍泉窯系Ⅲ類。全面施紬後、畳付けの紬を

掻き取り見込みに貼付双魚文を施す。６３～65は龍泉窯系Ⅳ～Ｖ類。外面に無縞蓮弁を施文する。

盤：６６．６７は鍔縁の盤で66は高台外側の削りが不明瞭で碁笥底状になる（龍泉窯系Ｖ類)。

置物：６９は小破片のため詳細は不明だが、型造りの置物濁台破片と思われる。

小壷：７０は口径がわずか5ｃｍと小さい短頚の壷。

５.青白磁（第79図-71）小壷の口縁部資料。口縁直下に貼り付け連点を廻らす。

６．白磁（第79図-72～81）７２．７３はＡ群（口禿・景徳鎮窯系）の碗皿資料。７４～76はF群（今

帰仁タイプ・浦口窯系)、７７はＣ2群（ビロースクⅡ・閏清窯系)、７８はＡ群平皿（瀬戸・新垣

2005）もしくは青磁Ⅲ類が推定される。７９．８０はＤ群（部武窯系）の皿底部。８１は水性の注ぎ口

破片資料である。

７.黒粕（第79図-82～84）８２は天目碗の口縁部、８３は底部資料。８４は茶入れの底部資料。

８.不明陶磁器（第79図-85）８５は薄手の直口口縁資料で、口唇外面にわずかに褐色紬がかかる。

９.褐軸陶器（第79図-86）褐紬陶器壷の底部資料。

10.タイ陶磁（第79図－８７．８８）８７．８８は大型の褐紬陶器壷の底部資料。

１１.高麗陶磁（第79図－８９．９０）８９．９０は象恢青磁でいわゆる高麗青磁に属する資料である。

12.青花（第80図-91）９１は蓋と思われ外面にラマ式蓮弁が描かれる。元青花か。

13.ベトナム陶磁（第80図－９２．９３）９２は底部から胴部の白磁資料で白化粧後透明紬を施紬、高

台内側を斜めに削り、外底に鉄紬を施す。外面は鏑蓮弁を丁寧に削りだされている。見込みが欠損

して目跡の有無は不明。９３は青花瓶胴部。

14.遊具（第80図-94～101）９４は骨製賓子。方形加工後に表裏合計が7になるように点刻する。

９５～101は陶磁器を打割成形して円盤状とする製品で遊具と考えられている。９５～97が青磁、９８

～101が褐紬陶器で加工されている。

15.金属製品（第80図-102～106）102～106は金属製品で全て青銅製である。102は頭部形状

7３



7４

が丸頭の鋲、103は細い円柱状のつくりで目釘等の製品と思われる。104は断面がＵ字の縁金具で

鎧等の覆輪が考えられる。105は用途不明の金具でへラ状に成形され小さい孔が穿たれる。元々は

覆輪か。106は欠損した切羽と思われるが破片の為要検討。

16.石製品（第80図-107）107は砂岩製の錘で糸掛かりのための溝を彫る。

17.銭貨（第80図-108.109）１０８．１０９は洪武通賓（明・1368）

18.玉（第80図－１１０．１１１）110はガラス製（色：強い緑みの青）の勾玉で大部分を欠損してい

る。１１１はガラス製（色：強い緑みの青）の小玉で主郭分類ｃ種。

I～Ⅱ層出土遺物（第81～83図）

１．土器（第81図-112～114）いずれもグスク時代に属する土器で（第３様式)、113は口縁部が

逆L字に屈曲する短頚の壷形土器。114は内湾する鍋形土器。112は器種不明の底部資料。

２．カムイヤキ（第81図-115～117）１１５．１１６は厚手の造りとなるＢ群の壷。115は比較的長頚

で大きく外反する。１１６はＢ群壷の肩部で、内面に綾杉状の当て具痕が認められる。１１７は水性の

把手の一部と思われる。なお、宜野座村立博物館に水性の伝世品が展示されている。

３.青磁（第81図－１１８～142，第82図-143～145）

碗：１１８は劃花文碗（龍泉窯系Ｉ類）の口縁部破片で内面に片切り彫りの文様が描かれる。１１９は

龍泉窯系Ⅱ類。120は龍泉窯系Ⅳ類。１２１～123は龍泉窯系Ⅳ～Ｖ類。124～129は龍泉窯系Ｖ類。

130は龍泉窯系Ⅱ類底部で外面に蓮弁文が描かれる。１３１は龍泉窯系Ⅳ類底部で見込みは凹み、Ⅲ

類の器形要素を強く残している。132はＶ類底部。

皿：１３３．１３７は龍泉窯系Ⅲ類資料。134～136.138はＶ類口縁部資料。

盤：139はⅣ～Ｖ類の口折れで内面に櫛描きで施文する。140～142はＶ類。壷：第82図-143は酒

会壷蓋。144は酒会壷の肩部破片で灰黄緑色の紬を内外面に厚く施紬する。145は小壷の口縁部資

料で口唇は施紬されない。

４．白磁（第82図-146～163）１４６．１４７はＡ群（口禿・景徳鎮窯系）の碗皿資料。148～１５１は

Ｇ群（今帰仁タイプ・浦口窯系)、152はＣ1群（ビロースクＩ・閏清窯系)、１５３．１５４はＣ2群（ビ

ロースクⅡ・閏清窯系)、155～158はＣ3群（無文外反・閏清窯系)。特に157の皿口縁部は県内で

も出土量の少ない資料。１５９．１６０はＧ群（甫田庄辺窯)。畳付は面取りされ見込みは蛇の目紬剥ぎ

される。１６１はＤ群（八角杯：部武窯系)。162はE群（景徳鎮窯系)。163は合子。

５．褐軸陶器（第82図-164～170,172）164～167は壷、１６８．１６９は茶入れ、170は水性の注
口。172は口縁内側に段を持つ鉢。

６.瑠璃粕（第82図-171）１７１は小壷の底部資料。

７．不明陶器（第82図-173）173は胎土から沖縄産陶器の蓋の把手と考えられる。

８.遊具（第83図-174～177）陶磁器を打割成形して円盤状とする製品で遊具と考えられている。

９.煙管（第83図-178）178は石製の雁首。火皿等を欠損している。

10.石器（第８３図－１７９．１８０）方柱状の小型砥石で１７９は平坦面を砥面とする玲岩製の砥石。

180は粘板岩を素材とする方柱状の携帯用砥石と考えられる。

11．金属製品（第83図-181～186）１８１．１８２は鉄製品で181は釘、182は鑑。183～185は銅製

品で、１８３は飾り金具。１８４は鋲、１８５は不明金具、文様が刻まれるがモチーフは不明（松か)。

186はアルミ製の善、近現代の遺物か。

12.銭貨（第83図-187.188）187は天聖元賓（北宋・1023)、188は寛永通賓（江戸・’697)。

13.玉（第83図-189～197）189はヒスイ製の勾玉、193は下半部を欠損したガラス製（冴緑色）

の勾玉。１９０～１９６はガラス製の小玉で、１９０はもともと緑色であったと思われるが２次焼成を受

けて部分的に金色に輝く。１９１は（黒灰色)、１９２（浅黄燈)、１９４（鈍青紫)、１９５（白色）は主郭

分類b2種。１９６（白色）はc種となる。197は規格‘性の高い六角形となる。近現代の遺物か。
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8２

※数値の明朝は破片数を、ゴシック体は推定個体数を示す。

篭ｸ実外郭、●１Ｖ灰lLH十漬物隼計売（１）

敗値の明朝は冊

種
別

盟種･(個体数） 分類 文様等
部
位

Ｉ

層 #|，
坐

Ⅱ
且
‐
十
両
皿

上

Ｉ
＋
Ⅱ
下

Ｉ
＋
Ⅱ
上
十
Ⅱ
下

偲
侭
帽

Ⅱ
上
十
Ⅱ
下

Ⅳ
層
｣驚
層|層

|’

造
成
層
２

Ⅲ．Ⅳ区:出土遺幣

造
成
層
３
､１
可，

Ｓ
Ｋ
３
２
８

ワ

Ｓ
Ｋ
２
６
６

Ｊ
ｌ
Ｓ
２
８
６

遺
構
内
そ
の
他

Ｓ
Ｂ
Ｏ
２
・
０
３

Ｓ
Ｋ
２
９
５

Ｐ
Ｌ
ｌ

Ｓ
Ｘ
ｌ

Ｓ
Ｋ
２
４
０

遺
構
内

破
片
数
小
計

推
定
個
体
数

碗

1,090
青
磁

皿

172

盤
幻

杯

５

小杯

９

馬上杯

０

｜置物

’１３
－

鳶

同安窯系Ｉ類 櫛描文
縁
部

口
底

龍泉窯系Ｉ類 劃花文
口縁

底部

龍泉窯系Ⅱ類ａ 鏑蓮弁 口縁

龍泉窯系Ⅱ類ｂ 無鏑蓮弁 口縁

龍泉窯系Ⅱ類 鏑蓮弁 底部

龍泉窯系Ⅲ類 砧手
口縁

底部

龍泉窯系Ⅳ類

無鏑蓮弁

弦文帯碗

種不明

口縁

底部

口縁

底部

龍泉窯系Ⅳ-Ｖ類

無文外反

外反(内有文）

蓮弁文

完形

口縁

口縁

完形

口縁

底部

Ⅳ類 底部

龍泉窯系Ｖ類

蓮弁文

雷文帯

無文直口

波状口縁碗

不明

口縁

底部

口縁

底部

口縁

底部

口縁

底部

龍泉窯系Ⅵ類
細蓮弁文

l完形

口縁

底部

不明 底部

龍泉窯系Ⅶ類 細蓮弁文
口縁

底部

泉州窯系 端反碗
口縁

底部

同安窯系Ｉ類 櫛描文
口縁
底部

龍泉窯系Ⅲ類 口折皿
口縁
底部

龍泉窯系Ⅳ類 不明 底部

龍泉窯系Ⅳ・Ｖ類

口折皿

腰折無文

腰折稜花

直口有文

直口無文

完形

口縁
底部
完形
口縁

底部
完形

口縁
底部

口縁
底部
口縁

底部

龍泉窯系Ⅳ・Ｖ類

折縁口縁

鍔縁

鍔縁（へラ）
鍔縁（櫛）

鍔縁（不明）

口縁

完形

口縁
口縁

口縁

直口口縁 口縁

蓮弁文杯 主郭ａ類
口縁

底部

Ⅳ～Ｖ類 蓮弁文
口縁

底部

口縁

底部

口縁

底部

胴部

口縁

底部

身
口縁

底部

蓋 蓋

口縁

胴部
口縁

７

７

3０ ３

１

１１ ７

6９ １８

８ ６

４

1６ ４

９

530 262

1０ １

1３ ５

３ 1５

1０

９ ５

５ ８

５ ２

５ ６

３

１

２ ４

１ １

1２ １

５ １

１５ ３

１ ２

1７ １

５ ９

７ ６

２

２ ２

２

6５ 2０

７ ４

３ ２

１

１ ４

１ １

５ ４

２ １

４

３ １

４ ４

６

１

６

1０

１

1２

2３

８

1５

２

1０

１

222

1０

８

５

６

２

１３

２

６

２

1６

３

1７

３

２

１

１

２

１

１

１

●

１

１

１

２

１

１

'５ ２

３ ４ 1

１

１

２

２ I

１

１

１

1

I

１

１

１１

１

１

２

２

４

８

１

１

２

1

１

１

６

１

１

：
’
１

1 １

５ １

１

｜’

１ １

１

１

１

１

１

５

２

１

１

２

２

１

１

２ １

１

１

１

１

１

１

１

１

２

２ 1２ ２

３

２

２

１

１

１

1１

1８

８

4９

２

3２

1２２

2５

1９

２

3２

０

1１

２

５

1．０６１

2３

１

４

１

3３

2４

０

11

０

2０

０

４

2８

０

８

1１

２

３

１

８

２

２１

1０

1８

３

１

０

3６

1８

０

２３

２

０

４

２

1０２

1１

３

１

５

１

０

４

１

１

８

４

０

１

1１

５

０

０

１

４

０

４

１

1０

０

６

２

1１

3２

6２

9０

１７

1７

1５

３

２

683

2２

３

3６

2０

３

2２

４

2４

８

２

２

1２

2２

1１

１

3０

1４

４

8６

４

５

１

1６

４

１

４

１

９

０

１

１

５

８

１

２

小計 9２５１４１８ ４１０ ２ ２ １ ５ 1３ ５ ９ ３ １ １ ２５ ４ １０ ３ ０ ２ １ 1４ ０ ４ ５ ８ ２１ ４ ０ ０ 1．８９６ 1,321



8３

※数値の明朝は破片数を、ゴシック体は推定個体数を示す。

素雨両而羽
第２表外郭Ⅲ｡Ⅳ区出土遺物集計表（２）

■■■■■■■■

種
別 器種 分類 文様等

部
位

ﾛ叩●ｐＶｌｘ

Ｉ

層

Ⅱ
層
（
Ⅱ
上
）

Ⅱ
下

Ｉ
＋
Ⅱ
上

Ｉ

＋

Ⅱ

ド

Ｉ
＋
Ⅱ
上
十
Ⅱ
下

Ⅱ

上
十
Ⅱ
下

Ⅲ
層
ａ
～
ｃ
層

Ⅳ
屑

Ｖ
層

造
成
層
１

造
成
層
２

造
成
層
３

Ｓ
Ｋ
１
７
０

票〒門
出

Ｓ
ｌ
５
８

－

ﾆ遣り

Ｓ
Ｋ
３
２
８

白
磁

碗

1２７

大宰府分類Ⅷ類

白磁

福建浦口窯

福建閏清窯

景徳鎮窯系

浅碗

福建部武窯

A群(口禿）

F(今帰仁）

Cl(ﾋ゙ﾛーｽｸl）

C2(ﾋ゙ﾛーｽｸ2）

C3(無文外反）

Ｅ群

G群

Ｄｌ

D2(内轡型）

D2(端反り）

皿

6７

白磁

景徳鎮窯系

景徳鎮窯系

不明

福建部武窯

福建庄辺窯

燈明皿

Ａ（口禿）

B群(皿）

Ｅ群(小皿）

型作り皿

Ｄ1群(小皿）

G群

D2(燈明皿）

杯

４

福建庄辺窯

景徳鎮窯系

Dl(八角杯）

D群(外反）

D群

酒会壷

瓶

１
有文胴部

器種不明

口縁

口縁
底部

口縁

底部

口縁

底部

口縁

底部

口縁

底部

口縁

底部

口縁

底部

口縁

底部

口縁

底部

口縁

底部

完形

口縁

底部

口縁

底部

口縁

底部

口縁

底部

口縁

底部

完形

口縁

口縁

底部

口縁
底部

口縁

完形
底部

胴部

胴部

口縁

紐

２

６

８

２

７

１

4５

５

２

3９

１８

１

１

１

１

１

１

７

2４

１

２

1３

７

１

１

１

２

３

３

９

2２

1４

９

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

1

１

１

１

７

１

１

１

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
’
’
’
’
’
’
’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
’
’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

１

１

１

２

１

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
’
’
’
’
’
’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

０

５

２

1１

８

３

０

2５

２

9４

９

０

０

１

５

７

１

０

０

０

０

１

7０

3６

２

０

０

０

０

1

１

１

０

０

０

０

２

１

３

０

１

０

２

０

１

０

３

８

３

1９

9０

０

３

１

０

０

6３

２

０

１

１

０

０

２

２

０

０

１

小計 1３９ ６１ 6２ ３ ０ ０ ０ １ ０ ２ ２ ０ ０ １ ０ ３ ０ ０ ２ ０ 1０ １ 1 ０ ３ ３ １ ０ ０ 295 295

青
花

一
九
ハ
リ

合子

青花盤

碗

５

Ⅱ類外反

Ⅲ類蓮子

Ⅳ類口 折

Ｖ類腰折れ

Ⅵ類鰻頭

Ⅶ類外反

不明

鉢 粗製鉢

１

Ⅲ
２

I類

Ⅱ類

Ⅲ類

外反

碁笥底

外反

小

杯

２

I類

Ⅲ類

直口

外反

杯
I類

Ⅲ類

筒型

外反

袋物水注注口部 分

１玉壷春瓶胴部

身(完）

口縁

胴部

底部

口縁

底部

口縁

底部

口縁

口縁

底部

口縁

底部

口縁

底部

口縁

底部

口縁

底部

完形

口縁

底部

口縁

底部

底部

口縁

底部

底部

底部

胴

４

１

３

１

６

1

２

１

１

１

１

６

２

１

１

３

１

１

１

０

1３

１

２

０

１

０

０

３

２

０

０

０

０

６

０

０

０

１

１

０

２

０

１

０

１

０

０

１

１

１

５

０

２

１

０

２

０

０

０

０

１

１

１

１

０

０

１

１

小計 2２ 1０ ３ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 3７ 3７

天
目 碗

口縁

底部

５

１

1３

１

1６

１ １ １

3４

５

4０



圭
亜
奉
亜
圭
亜

型
型
型

大
中
大

第２表外郭Ⅲ｡Ⅳ区出土遺物集計表（３
Ⅲ。Ⅳ区出土遺

:馴咋
推
定
個
体
数

破
片
数
小
計i椛州味

Ⅱ
層
（
Ⅱ
上

Ｓ
Ｋ
２
４
０

Ｓ
Ｋ
２
５
７

Ｓ
Ｍ
Ｏ

遺
構
内

Ｓ
Ｘ
１

Ｓ
Ｒ
３文様等畷開器種｜分類 Ⅱ

下
Ｉ

層

２
縁 ２ ２畷

一
酔

茶入れ茶入れ
０
’
０
－
３
－
４

０噸
一
噸

身
一
蓋

水注身’
１

醒
哩
剛

瀞
報

３
’
２

ﾌ字形口縁儀
３

圭
亜ｉ

褐
紬
陶
器

１

２６

１
大型 2０唖

畷
１３

１

振

噸
一
蹴

０
鉢不明焼き締め陶器

詩
一
詩
一
稲

蓋青白磁

畷
爾
緬

皿｜

｜酒会壷’
悲翠紬

蓋
雁

１

碗
一
瓶

瑠璃紬

半練
シーサッチャナライ窯系

ノイノ11窯系

土器

タ
イ
陶
磁

噸
一
噸
雨

ノイ川窯系
褐紬陶器

不明

鉄絵 合 子

認
一
錐
軸

碗
一
碗

ベ
ト
ナ
ム

腿
開
雨

瓶

卿青磁｜碗 １ １ ４ １

2６

B赫駕徳之島産 カムィヤキ

１口縁

鉢「辰蔀
湧田窯’瓦質土器

南
西
諸
島

跡
爾
一
噸
一
瞬
一
噸
噸
一
端
耐瀞

碗

刀子

釘

雛

板状不明製品

不明破片

その他

唖
唖 提砥

置砥石

石
器

1１

８８

金具類

目釘

鋲

不明

銅製品

２３
金
属
製
品

鉄製品

1１０

近
現
代

近現代陶磁（沖縄産）

近現代陶磁（本土産）

〒
畳

8４



8５



函
謡
回
函
謡
謡
詔
詔
謡
謡
詔
謡
器
器
謡
詔
詔
詔
謡
謡

亜
一
一
一
ヱ
ー
ヱ
ー
一
回
一
画
謡
一
謡
亜
一
一
一
謡
揺
ヱ
ー
ヱ
謡
四
一
画
｜
－
工
一
一
一
詔
一
一
一
面
一
謡
一
一
四
一
一
一
一
画
一
一
一
謡
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
王
一
王
一
一
一
一
一
一
四
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
謡
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8８

第３表Ⅲ｡Ⅳ区出土遺物観察表（４） 計測値 C､※,ｇ）※三量は､、 遺跡名

図 地区名 種別

種
代
式

器
時
形

分類 部位

器：口径

他:外径
銭：外径単

位＝c、
(銭以下）

器高

他：厚さ
銭：厚さ
単位＝c、
(銭以下）

器:底径

他：重撒
銭：重量

(単位=g）

次 地 区 層 遺構 dot Nｏ． 備考

８１－１１７ Ⅲ．Ⅳ区 カムイヤキ 水注 把手 2次 V-33 Ⅱ上層

８１－１１８ Ⅲ．Ⅳ区 青磁 龍Ｉ 碗 口縁 3次 U-34 I層 1２８

８１－１１９ Ⅲ．Ⅳ区 青磁 龍Ⅱ 碗 口縁 1４．４ 3次 U-33
Ⅱ上層

Ⅱ下層

3２１

424

3次Ｕ－３３ｉｉ下層ＮＯ５９

3次Ｕ－３３ｉｉ下層ＮＯ９２

８１－１２０ Ⅲ．Ⅳ区 青磁 龍Ⅳ 碗 口縁 1６．３ 3次 S-34 Ⅱ上層 343

８１－１２１ Ⅲ Ⅳ区 青磁 龍Ⅳ～Ｖ 碗 口縁 1６ ５ 3次 T－３３ Ⅱ上層 ６３６ 692

８１－１２２ Ⅲ Ⅳ区 青磁 龍Ⅳ～Ｖ 碗 口縁 1８ ４ 3次 U-33 Ⅱ上層 334 3次Ｕ－３３ｉｉ層下NO392

８１－１２３ Ⅲ Ⅳ区 青磁 龍Ⅳ～Ｖ 碗 口縁 １１ ６ 3次 T－３３ Ⅱ上層 678

8１－１２４ Ⅲ Ⅳ区 青磁 龍Ｖ 碗 口縁 1９ ０ 2次 V-33 Ⅱ届 V-33ii上層NO367

8１－１２５ Ⅲ Ⅳ区 青磁 龍Ｖ 碗 口縁 1６ ５ 3次 U-33 Ⅱ上層 252 3次Ｕ－３６ｉ層ＮＯｌｌ

8１－１２６ Ⅲ Ⅳ区 青磁 龍Ｖ 碗 口縁 1８ ４ 3次 T-34 Ⅱ上層 476 3次Ｕ－３４ｉ層ＮＯ９６

8１－１２７ Ⅲ Ⅳ区 青磁 龍Ｖ 碗 口縁 1７ ４ 3次 T－３３ I層 562

8１－１２８ Ⅲ Ⅳ区 青磁 龍Ｖ 碗 口縁 1４ ６ 3次 T－３３ Ⅱ上層 647 ７１２

8１－１２９ Ⅲ Ⅳ区 青磁 龍Ｖ 碗 口縁 1０ ２ 3次 T-33 I層 556 N0562.5822次U-33ii上層121

8１－１３０ Ⅲ Ⅳ区 青磁 龍Ⅱ 碗 底部 5.0 2次 V－３３ Ⅱ上層 1００

8１－１３１ Ⅲ Ⅳ区 青磁 龍Ⅳ 碗 底部 4.3 2次 V-33 I層 580

８１－１３２ Ⅲ Ⅳ区 青磁 龍Ｖ 碗 底部 5.8 2次 V－３３ Ⅱ上層 ９１

８１－１３３ Ⅲ Ⅳ区 青磁 龍Ⅲ 皿 口縁 1２．４ 3次 U－３３ Ⅱ上層 288

８１－１３４ Ⅲ Ⅳ 区 青磁 龍Ｖ 皿 口縁 1１．０ 2次 V-33 1局 203 ２次V-33i層Ｎ０２０３３次U-33ii下層NO412

８１－１３５ Ⅲ Ⅳ区 青磁 龍Ｖ 皿 口縁 1１．４ 3次 S－３４ Ⅱ上層 413

８１－１３６ Ⅲ Ⅳ区 青磁 龍Ｖ 皿 口縁 1２．３ 3次 S－３４ Ⅱ上層 353

８１－１３７ Ⅲ Ⅳ区 青磁 龍Ⅲ 皿 底部 5.0 3次 U-33 Ⅱ上層 407

８１－１３８ Ⅲ．Ⅳ区 青磁 龍Ｖ 皿 完形 1２．２ 3.2 5.0 3次 U-35 I層 1３ Ｕ－３５ｉ層ＮＯ３４Ｕ－３５ｉ層No331

８１－１３９ Ⅲ．Ⅳ区 青磁 龍Ⅳ～Ｖ 盤 口縁 2８ ２ 2次 V－３３ Ⅱ層 232

８１－１４０ Ⅲ Ⅳ区 青磁 龍Ｖ 盤 口縁 2７ ４ 3次 U－３３ Ⅱ上層 396 328

８１－１４１ Ⅲ Ⅳ 区 青磁 龍Ｖ 盤 口縁 3０ ２ 2次 V-33 Ⅱ層 7４

８１－１４２ Ⅲ Ⅳ区 青磁 龍Ｖ 盤 口縁 2２ ６ 2次 V-33 I層 265

8２－１４３ Ⅲ Ⅳ区 青磁
圭
亜

今
云酒 蓋 3次 Ｕ－３３ I層 1７５ ii上層NO231ii上層NO299

8２－１４４ Ⅲ Ⅳ区 青磁
圭
亜

今
云酒 胴部 3次 S－３４ Ⅱ上層 376 306

8２－１４５ Ⅲ Ⅳ区 青磁 小壷 口縁 5.3 2次 Ｖ-33 Ⅱ層 ２３８

8２－１４６ Ⅲ Ⅳ区 白磁 Ａ群 碗 底部 5.8 3次 U－３３ Ⅱ上層 ２７２ T-33i層

8２－１４７ Ⅲ Ⅳ区 白磁 Ａ群 皿 完形 1０．８ 1．６ 6.9 3次 U-33 Ⅱ上層 393 Ｔ－３４ｉ層NOl22

8２－１４８ Ⅲ Ⅳ区 白磁 Ｆ群 碗 底部 4.6 3次 表採 1７０

8２－１４９ Ⅲ Ⅳ区 白磁 Ｆ群 碗 底部 5.8 2次 V－３３ I層 ２１４

82-150 Ⅲ Ⅳ区 白磁 F群 碗 底部 5.4 3次 U－３３ I層 1８１

8２－１５１ Ⅲ Ⅳ区 白磁 Ｆ群 碗 底部 5.4 2次 U-33 I層 408

8２－１５２ Ⅲ Ⅳ区 白磁 Ｃｌ群 碗 口縁 1３．５ 3次 U-36 I層 ８ ２次Ｖ－３３ｉｂ層NO219
8２－１５３ Ⅲ Ⅳ区 白磁 Ｃ２群 碗 口縁 1４．４ 2次 V-33 Ⅱ下層 9６

8２－１５４ Ⅲ Ⅳ区 白磁 Ｃ２群 碗 底部 5．１ 3次 S-34 Ⅱ上層 333 S-34i層NOl43
8２－１５５ Ⅲ Ⅳ区 白磁 Ｃ３群 碗 口縁 1６．２ 2次 V－３３ Ⅱ層 1０８

8２－１５６ Ⅲ Ⅳ区 白磁 Ｃ３群 碗 口縁 9.6 2次 V-33 Ⅱ層 387

8２－１５７ Ⅲ Ⅳ区 白磁 Ｃ３群 皿 口縁 1３．４ 2次 V－３３ ＩＣ層 217

8２－１５８ Ⅲ Ⅳ区 白磁 Ｃ３群 碗 底部 6.0 3次 T－３４ I層 868 1２３

8２－１５９ Ⅲ Ⅳ区 白磁 Ｇ群 碗 底部 1０．６ 3次 S－３４ Ⅱ上層 435 372

8２－１６０ Ⅲ Ⅳ区 白磁 Ｇ群 皿 完形 １５．６ 3.8 7.2 3次 S-34 Ⅱ上層 4４３ ２次Ｕ－３４ｉｂ層NO299
8２－１６１ Ⅲ Ⅳ区 白磁 Ｄ群 杯 口縁 9.6 3次 Ｔ－３４ Ⅱ上層 269

8２－１６２ Ⅲ Ⅳ区 白磁 Ｅ群 皿 底部 8.2 3次 T-34 I層 1０８ Ｕ－３４ＳＭＯｉ層NOlO3
8２－１６３ Ⅲ Ⅳ区 白磁 合子 完形 5．１ 1．６ 4.4 2次 V－３３ I層 365

8２－１６４ Ⅲ Ⅳ区 褐柚 ５類 壷 口縁 20.7 3次 U-33 I層 186

8２－１６５ Ⅲ Ⅳ区 褐柚 壷 口縁 1８．０ 2次 V-33 I層 ２６４

8２－１６６ Ⅲ Ⅳ区 褐柚 壷 口縁 ８．６ 3次 U-33 Ⅱ下層 403

8２－１６７ Ⅲ Ⅳ区 褐柚 壷 口縁 20.0 3次 S-34 Ⅱ上層 374 304

8２－１６８ Ⅲ Ⅳ区 褐柚 茶入れ 口縁 ２．６ 3次 U－３３ Ⅱ上層 ２５２

8２－１６９ Ⅲ Ⅳ区 褐柚 茶入れ 口縁 ２．８ 3次 U-33 Ⅱ上層 315

8２－１７０ Ⅲ Ⅳ区 褐柚 水注 注口 3次 S－３５ I層 7４

8２－１７１ Ⅲ Ⅳ区 瑠璃紬 小壷 底部 2.4 3次 U－３５ I層 6２

8２－１７２ Ⅲ Ⅳ区 褐柚 鉢 口縁 24.4 2次 U-33 Ⅱ上層 １２１

8２－１７３ Ⅲ Ⅳ区 不明 沖縄産？ 蓋 把手 3次 Ｕ-33 I層 １７１

8３－１７４ Ⅲ Ⅳ区 遊具 円盤状製品 2．４８ ０．８１ 8．０３ 2次 Ｖ－３３ Ⅱ層 367

8３－１７５ Ⅲ Ⅳ区 遊具 円盤状製品 １ 9３ ０ 5３ ３ 1８ 2次 V－３３ Ⅱ層
8３－１７６ Ⅲ Ⅳ区 遊具 円盤状製品 １ ９１ ０ 5３ ３ 2５ 2次 V-33 Ⅱ層 ２３０

8３－１７７ Ⅲ Ⅳ区 遊具 円盤状製品 １ 9２ ０ 4９ ３ 3７ 2次 V-33 I層 2８１

8３－１７８ Ⅲ Ⅳ区 煙管 砂岩 雁首 ２ 3３ ０ １１ ８ 2２ 3次 U－３３ I層 1９２

83-179 Ⅲ Ⅳ区 石器 瑞岩 砥石 ３ 7７ １ 8０ 27.44 3次 U-33 Ⅱ上層 292

8３－１８０ Ⅲ Ⅳ区 石器 粘板岩 砥石 ４ ５１ ０ ９７ 20.43 3次 S－３４ Ⅱ上層 385

8３－１８１ Ⅲ Ⅳ区 金属製品 鉄 釘 ５ 2４ ０ 5９ 8．７６ 3次 S－３４ I層 １４２

8３－１８２ Ⅲ Ⅳ区 金属製品 鉄 鑑 ５ 4２ ０ 3０ 8．３７ 2次 V－３３ I層 224

8３－１８３ Ⅲ Ⅳ 区 金属製品 青銅 不明金具 ７ 2３ ０ 1３ 1１．４５ 3次 S-34 Ⅱ上層 345

8３－１８４ Ⅲ Ⅳ区 金属製品 青銅 鋲 １ 3４ ０ ２５ 0．６６ 3次 U-35 I層 2６

8３－１８５ Ⅲ Ⅳ区 金属製品 青銅 不明金具 ２ ０７ ０ 1４ １ 9５ 3次 U－３３ Ⅱ上層 252

8３－１８６ Ⅲ Ⅳ区 金属製品 アルミ 管 ９ 3３ ０ ４１ ４ 0６ 3次 U－３６ I届 ７

8３－１８７ Ⅲ Ⅳ区 銭貨 天聖元賓 ２ 5３ ０ 1２ ３ 2７ 3次 S－３４ Ⅱ上層 427

8３－１８８ Ⅲ Ⅳ区 銭貨 寛永通賓 ０ 1１ １ 0９ 3次 I層

8３－１８９ Ⅲ Ⅳ区 玉 勾玉 1．７０ ０ ９１ ２ 9６ 3次 U-33 I層 １８１

8３－１９０ Ⅲ Ⅳ区 玉 丸ヨ ｂ２種 ０ 9６ ０ 3２ １ 8０ 3次 S-34 Ⅱ上層 429

8３－１９１ Ⅲ Ⅳ区 玉 丸ヨ ｂ２種 ０ 7１ ０ 1９ １ 0０ 3次 lj-33 Ⅱ上層 449

8３－１９２ Ⅲ Ⅳ区 玉 丸ヨ ｂ２種 ０ 6２ ０ ２１ ０ 6７ 3次 T-33 Ⅱ上層 1０６７

8３－１９３ Ⅲ Ⅳ区 玉 勾ヨ ０ 7９ ０ １０ ０ 1７ 3次 S-34 Ⅱ上層 4０１

8３－１９４ Ⅲ Ⅳ 区 玉 丸玉 ｂ２種 ０ 5５ ０ ２３ ０ 4２ 3次 S-34 I層 959

8３－１９５ Ⅲ Ⅳ区 玉 丸玉 ｂ２種 ０ 5５ ０ 1８ ０ 2８ 3次 S-34 Ⅱ上層 425

8３－１９６ Ⅲ Ⅳ区 玉 丸玉 Ｃ種 ０ 1９ ０ 1３ ０ ０１ 3次 S－３４ Ⅱ上層 446

8３－１９７ Ⅲ Ⅳ区 玉 丸玉 近現代？ １ 5２ ０ ４３ ２ 9５ 3次 U-36 I層 1４



１．遺構

ＳＢＯ２がある一帯は（Ⅲ．Ⅳ区)、柱穴

が密集しておらず、比較的土坑の分布が

目立つ。過去にも周辺遺跡調査報告にお

いて柱穴が密集するところと（母屋分布

区域)、柱穴の径が大きいが密集しないと

ころ（作業スペース）として報告してい

る。城内にはまだ高倉等の施設は確認さ

れていないことから、この外郭に作業場

的な施設があったと考えられる。逆に広

大な外郭地域にあって（約’０，０００，２)、

母屋が分布しそうな柱穴密集区域は２箇

所のみであった。また、母屋建物に関し

てはⅦ区において2棟プラン組むことがで

きた。しかし柱穴が配される密度が多く、

同箇所に数回にわたって立て替えが行わ

れたと考えられることと、柱間が不均等

であることもあり、いざ柱穴を半裁して

みると、浅いものや深いものなど統一性

に欠ける柱穴が多く、要検討建物とした。

種類 遺構数

・掘立柱建物 跡３棟

（内訳：高倉1棟、母屋建物2棟：要検討）

・ 柱穴3 99基

・土坑９基

・土留め石積み２基（SR3、SR4）

・石積み遺構２基（外郭東側城壁、SR2）

・石列遺構２基（S-33サンゴ敷き石列等）

・造成層２基（第３造成層・第４造成層）

第８節ＶⅡ区（５次調査）

8９

Ⅶ区は面積約500㎡の平坦面で、北．南

側に土留め石積みを配し、西はSR2、東

は東側城壁に囲まれる地域である。２次

調査において先行して試掘調査を実施し、

その結果おおまかに4枚の堆積層が確認さ

れている。セクション図は第５図に図示し

ている。

第84図Ⅶ区遺構配置図
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淑覚

[名称］ＳＢＯ４［位置］Ｒ-34［検出面］造成層

[遺構構成］柱穴17基［規模］５ｍ50ｃｍ×4ｍ20ｃｍ

[所見］Ｒ-34グリッドの柱穴密集箇所より検出したＳ６５５，

Ｓ５４１，Ｓ５３８，Ｓ５３４，Ｓ５３１，Ｓ５２９，Ｓ５４８，Ｓ５４９，Ｓ５６９，

Ｓ１０２２、Ｓ１０２６、Ｓ５９６、Ｓ６１３、Ｓ６３９、Ｓ６３７、Ｓ６３１、Ｓ６５７

で構成される掘立柱建物跡であるが、今後検討を必要とする。

床面積は長軸480ｃｍ×短軸320ｃｍとなり、７０ｃｍ～170ｃｍ

を一間とすると考えられる。柱穴のサイズは、直径が約30ｃｍ

前後の小さいものと、６０ｃｍ前後の大きいものに分かれ、また、

柱穴の深さは、ＳＢＯ４の東側に位置するものは浅く、西側に移

行するにつれて深さを増す傾向にあり、約15ｃｍ～55ｃｍの深さ
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70ｃｍから１５０ｃｍとなる。 第87図SBO5位置図（S=1/300）

柱穴のサイズは直径が25ｃｍ～45ｃｍを計る。柱穴の深さはバラバラで、約１８～65ｃｍを測る。

柱穴内覆土はl0YR暗褐3/4に黄褐色土が混入する土層となる。遺構検出面の上層にはⅢｂ層（１５

世紀頃に相当する層位と考えられる）が被覆しており、１５世紀頃からそれ以前の年代において廃

棄されたと考えられる。

[遺構内堆積層］

i層：l0YR暗褐3/3の土層で、炭、焼土を含む。柱痕と考えられる。

ii層：ｌ０ＹＲ暗褐色土3/3土層に黄褐色土が多く混入する層で、人為的に柱穴内に入れ込まれた覆

土であると考えられる。

の柱穴が認められる。両長軸を構成する柱穴の数をみてみると、東側で多く、西側が少なくなり、

両短軸を構成する柱穴数は北、南とも同数となる。このことから、柱穴数の少ない西側が入り口で

なかったかと想定できるが、判然としない。柱穴内の覆土はｌＯＹＲ暗褐3/4に黄褐色土が混ざる土

層となる。遺構検出面の上層にはⅢｂ層（１５世紀頃に相当する層位と考えられる）が被覆してお

り、柱穴内より青磁Ｖ類が出土していることから、１５世紀頃からそれ以前に廃棄された遺構と考

えることができる。

[遺構内堆積層］

i層：l0YR暗褐3/3の土層で、炭、焼土を含む。柱痕と考えられる。

ii層：ｌ０ＹＲ暗褐色土3/3土層に黄褐色土が多く混入する層で、人為的に柱穴内に入れ込まれた覆

土であると考えられる。

表

、
Ｎ
ｌ
Ⅲ
旧
瓜[名称］ＳＢＯ５［位置］Ｒ-33,Ｒ-34

[検出面］造成層［遺構構成］柱穴12基

[規模］４ｍ80ｃｍ×4ｍ

[所見］Ｒ-34グリッド柱穴密集箇所より検出したS653,

S６８８、Ｓ１０３５、Ｓ５４５、Ｓ５６６、Ｓ１０２８、Ｓ７４４、Ｓ１０３４、

SlO15、S647、S635、S625で構成される今後検討を必要

とする掘立建物跡である。床面積は長軸４００ｃｍ×短軸

320ｃｍとなり、長軸３間×短軸３間となる。一間の長さは

長軸において、１５０～２００ｃｍとなり、短軸においては

Ｅ
，
燕
遼

詐
憾

Ｊ
厩
撫
》蕊

多量

９１

混入物の量

遺構番号 色調 明褐色 赤プロ 炭 柱痕

5２９ 10ＹＲ暗褐色2/３ △ △ △

５３１ 10ＹＲ暗褐色2/３ △ △ △

５３４ 10ＹＲ暗褐色3/４ ○ △ △ ○？

5３８ l0YR暗褐色3/４ △ △ △

5４１ 10ＹＲ暗褐色3/３ △ △ △

６５５ 10ＹＲ暗褐色3/４ ○ △ △

６５７ l0YR暗褐色3/４ ◎ △ △

６３１ 10ＹＲ暗褐色3/４ ○ △ △

６３７ 10ＹＲ暗褐色3/３ ◎ △ △ ○

６３９ 10ＹＲ暗褐色3/４ ○ △ △

6１３ l0YR暗褐色3/４ ○ △ △

5９６ 10ＹＲ褐色4/４ ○ △ △ ○？

1０２６ 10ＹＲ暗褐色3/４ ◎ △ △

1０２２ l0YR暗褐色3/４ ◎ △ △ ○

5６９ l0YR暗褐色3/４ ○ △ △

5４６ lOYR暗褐色3/３ ○ △ △

5４８ l0YR暗褐色3/４ ○ ○ ○ ○？

混入物の量

遺構番号 色調 明褐色 赤プロ 炭 柱痕

5４６ 10ＹＲ暗褐色3/４ △ ◎ ◎

1０３５ l0YR暗褐色3/４ ○ △ △

6８８ l0YR暗褐色3/４ ◎ △ △

6５３ lOYR暗褐色3/３ △ △ ○

6２５ 10ＹＲ暗褐色3/４ ◎ △ △

６３５ 10ＹＲ暗褐色3/４ ○ △ △

6４７ 10ＹＲ暗褐色3/３ ○ ○ △

1０１５ 10ＹＲ暗褐色3/４ ○ ○ ○

1０３４ 10ＹＲ暗褐色3/４ ○ △ △

7４４ 10ＹＲ暗褐色3/４ 。△ △ △

１０２８ lOYR暗褐色3/４ ◎ △ △ ○

５６６ 10ＹＲ暗褐色3/４ ○ △ △
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柱穴内に入れられた覆土と考えられる。

、
第89図SBO6位置図（S=1/300）

身↑
才
，
‐
‐
．
‐
；
‐
；
‐
‐

一
勺
。
０
．
－

『
。
戸

（
一
町
Ｎ

》
｝一

》
一
命

へ
一
、
や

密
》
部

へ

軸…
凸

、聯-、
＝且ミコ

合
落．、JL-dQノ

i,…公f一

‘巳

Ｓａ
柳馴覚

[名称］ＳＢＯ６［位置］Ｑ－３４，Ｑ－３５［検出面］地山

[遺構構成］柱穴４基［規模］300ｃｍ×210ｃｍ

[所見］Ｒ－３４グリッド柱穴密集箇所の北東側に位置するＱ-34,Ｑ-35グリッドより検出した

S827,Ｓ832,Ｓ828、S848で構成される掘立柱建物跡（四本柱建物）である。柱穴のサイズは直

径が約55ｃｍ～65ｃｍとなり、全ての柱穴が柱痕を有する。柱穴の大きさ、構成より、住居跡では

なく、住居に付属する建物跡と考えられ、SBO4、０５より北東側９ｍの場所に位置している。Ｉ層

の後近代の耕作士を除去した段階で確認されており、検出面は削平されている可能性が高い。その

ため柱穴の深さは10ｃｍ～30ｃｍ程度であるが、本来はもっと深かったと考えられる。床面積は約

300ｃｍ×200ｃｍとなり、今帰仁ムラ跡で確認されている４本柱建物に比べ大きい。遺物の出土数

は少ないが柱穴内柱痕より、青磁無文外反碗などが出土していることから、１５世紀前後に廃棄さ

れた遺構と考えられる。

[遺構内堆積層］

ｉ層：ｌ０ＹＲ暗褐3/3土に明褐色土がまだら状に混じる。柱穴と考えられる。

ii層：地山の色調と類似した10ＹＲ黄褐5/8土に暗褐色土が僅かに混入する。炭が混入し人為的に

EL=83.4ｍ b，

pit848

１一<ｰ

第90図SBO6遺構詳細図
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[名称］ＳＫ８９８［位置］Ｑ-34［検出面］地山

[遺構構成］土坑１基［規模］300ｃｍ×270ｃｍ

[所見］Ｑ－３４よりⅢｂ層を除去した段階で検出した土坑

で、SK898単独で構成されるものと考えられる。SK927に

切られるため、全体形は明確ではないが、平面形は略楕円

形となると考えられ、規模は長軸が３００ｃｍ、短軸が

270ｃｍとなり、深さはＧＬより６０ｃｍ前後を測る。土坑底面

は平坦にならず、凹凸が残る。側壁は南側のみにおいて垂

直に立ち上がり、南側以外では、緩やかな傾斜で立ち上が

る。土坑底面より、焼土ブロックが検出しており、土坑の

性格を示すものと考えられるが、土坑の性格は判然としな

い。 第91図SK898遺構詳細図（S=1/300）

[遺構内堆積層］土坑内覆土はi～vii層に分層され、vii層以下からは2枚の造成層を確認。

ｉ層：１０ＹＲ暗褐3/3と7.5ＹＲ明褐5/8が混ざり合うまだら層で、炭を含む。

ii層：ｌＯＹＲ暗褐3/3で、7.5ＹＲ明褐5/8が少量、炭を含む。

iii層：１０ＹＲにぶい黄褐3/4と7.5ＹＲ明褐5/8が混ざるまだら層で、炭を含む。砂質になるところが

一部みられる。

iv層：１０ＹＲ暗褐3/３と7.5ＹＲ明褐5/8が混ざり合うまだら層で、炭を含む。ｉ層に似るがiv層にや

や7.5ＹＲ明褐5/8が多く混ざる。

ｖ層：l0YR暗褐3/3で、炭を微量に含む。

vi層：l0YR暗褐3/3と7.5ＹＲ明褐5/8が混ざり合うまだら層で、炭を含む。下層にて鉄錆調の赤茶

けたスジが入る。色調はiv層と似る。

vii層；１０ＹＲにぶい黄褐4/3で、
鴬

炭を微量に含む。 粘
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[名称］石列及びサンゴ敷き遺構［位置］Ｓ-33［検出面］Ⅱ上層

[遺構構成］石列［規模］南西一北東9.5,,幅１～２ｍ

[所見］S-33のほぼ中央を南西一北東方向に950ｃｍ延びる石列遺構で、南西側ではグリッド畦に

重なるため全体は不明である。石列は１０ｃｍ～50ｃｍ大の藤で構成されており、ＳＲ３、ＳＲ４と並行

して延びている。S-33のⅡ上層が分布する南東端、包含層の落ち込みはじめるラインから検出し

ており、その近くからはサンゴ敷きが検出している。サンゴ敷きは120ｃｍ×４０ｃｍの規模があり、

枝サンゴ、テーブルサンゴ、貝殻などが敷き詰められ、石列と同様、南西一北東方向に長軸を持つ。

ともに第４造成の境界にあり、ＳＲ３、SR4に並行することから区画のための石列と考えられるが判
然としない。
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第96図第４造成層詳細図

[名称］第４造成層［位置］Ｓ-33,Ｒ-33,Ｒ-34,

Q-34［検出面］地山［遺構構成］造成層

[規模］広範囲（範囲未確定）

[所見］Ｓ-33第４造成層確認トレンチにおいて堆積状況

を確認した造成層で、このトレンチにおいては、Ⅱ上層

を除去した段階で検出しているが、R-33やS-32などで、

Ⅳｂ層の下層からも検出されていることから、Ⅶ区の包

含層が堆積する以前に造成されたものと考えられる。

第４造成層はｉ・ii層の２枚の造成層が確認されており、

i層の層厚が35ｃｍ前後となり、ｉｉ層は深いところで40ｃｍ

前後、浅いところでは10ｃｍ前後となる。造成層の範囲は

Ｑ－３５を除くⅦ区の広い範囲に分布するため、包含層から

地山へと漸時的に変化する層とも考えられるが、ｉｉ層を除

第95図第４造成層位置図（S=1/300）

地山へと漸時的に変化する層とも考えられるが、ｉｉ層を除去すると、多くの岩盤や石灰岩のフイッ

シャーなどが検出されるため、このような地形を平場に造成するために入れられた土層と考えられ

る。

[ 遺構 内 堆 積 層］Ｐ_3４
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Ⅶ区遺構内出土遺物（第97図）

1.ＳＢＯ４（第97図-1）１は青磁無文外反碗で龍泉窯系Ｖ類。

2.ＳＢＯ６（第97図-2）２は青磁無文外反碗で龍泉窯系Ⅳ～Ｖ類。

3.SK898（第97図-3～7）３は青磁香炉の口縁部資料。４は青花E群の薄手直口皿で口縁内面に四

方裡文を廻らす。外面無文。５は口縁部が強く折れ曲がる青花碗C′群。６はベトナム青花瓶。７は

細蓮弁文碗（龍泉窯系Ⅵ類）底部。

4.その他遺構（第97図-8～14）８～１０は龍泉窯系青磁Ⅳ類底部で9の見込みには『大平』の文字

が入った印花が施される。１０は口折皿で外面に無鏑蓮弁が描かれる。１２は龍泉窯系青磁Ⅳ～Ｖ類

鍔縁盤で内面に幅の広い箆で蓮弁が施される。１１は煙管雁首状の不明製品で半分を欠損する。１３

は元様式青花雲龍文躍と思われる胴部上位資料。主郭出土資料と接合関係を試みたが既報告試料と

は接合しなかった。１４は褐紬陶器底部資料。

9７
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[名称］ＳＲ３［位置］Ⅲ.Ⅳ区とⅦ区の境界

[検出面］Ｉ層［遺構構成］土留め石積み

[規模］南西一北東50ｍ、幅２～３ｍ

[所見］Ⅲ．Ⅳ区とⅦ区を区分けする南西一北東に延び

る土留め石積みで、南西側でSR2に接し、北東側では城壁

に接する。Ｉ層より検出した土留め石積みで、後近代の耕

作に伴うものと考えられ、土留めと同時に耕地の区画を行

っていたものと考えられる。５０～60ｃｍ大の古期石灰岩を

無造作に積み上げており、規格』性に乏しく、石積みの面は

整わない。

SR3を撤去し、その下層を確認すると、法面に包含層及
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蕊蕊
び第１造成層の断面が切られたかたちで検出し、SR3によ第98図sR3位置図（s=1/300）

って包含層等が切られている状況が確認できた。そのためSR3を構築する際に包含層及び造成層が

削平されたと考えられる。また、ＳＲ２とＳＲ３が接する部分において、ＳＲ３の下層より、Ⅱ下層

(15世紀代の遺物が主体的に出土）に伴う岩盤を利用した小規模の土留め石積みが確認された。そ

のことから、SR3を構築する際に削平が行われてはいるが、グスク時代の区画もSR3とほとんど重

なるように存在したのではないかと考えられる。

[遺構内堆積層］

i層；１０ＹＲ褐4/6の土層で層中に白色粒を多く含む。Ｉｂ層がSR3内に流れ込んだものである。
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[名称］ＳＲ４［位置］Ⅶ区。Ⅷ区の境界

[検出面］Ⅲｂ層［遺構構成］土留め石積み

[規模］南西一北東38ｍ、幅2～3ｍ

[所見］Ⅶ区とⅧ区を区画する南西一北東に延びる土留

め石積みで、南西側では岩盤に接し、北東側では城壁に

接する。ＳＲ４を調査したところ、Ｓ-32グリッドにおいて、

SR4が第１期～第Ⅲ期の３つの時期に分かれることが確

認された。以下に第１～Ⅲ期に分けて記述する。

第１期土留め；Ｉ層より検出した土留め（第Ⅱ期土留め）

を撤去すると、その下層よりⅢa′層またはⅢｂ層より第

１期土留めが検出する。Ｓ-32,Ｒ-33、Ｑ－３４にまたがる第１CO図sR4位置図（s二1/300）

ように南西一北東方向に延びており、南西側では岩盤に接し、北東側ではQ-33で途切れるが、本

来は城壁まで延びていたと考えられる。Ｓ-32,Ｒ-33北側及びQ-34南側では残存状況は良好であ

るが、Ｒ－３３においては、崩落しており、残りは悪い。１ｍ前後の大型の石を一列に並べ、その間

に30ｃｍ～50ｃｍ前後の石を配している。また、石を積み上げず、一段しか認められない。そのこ

とから、急傾斜地を平場に造成するための土留めではなく、平場若しくは緩傾斜地の土砂（Ⅲa′

層またはⅢｂ層）の流出を防ぐために構築されたものと考えられる。

第Ⅱ期土留め；Ｉ層及びⅡ層上面より検出した土留め石積みで、南西一東西に38ｍの長さを測り、

幅は2ｍ前後となり、南西側では岩盤に接し、北東側では城壁に接する。後近代の耕作に伴うもの

と考えられ、土留めと同時に耕地の区画を行っていたものと考えられる。５０～60ｃｍ大の古期石灰

岩を無造作に積み上げており、規格性に乏しく、石積みの面はととのわない。第１期土留めの北西

側に並行するかたちで延びている。

第Ⅲ期土留め；地表面に積み上げたもので構築年代はかなり新しいと考えられる。５０～60ｃｍ大の

古期石灰岩を1～2段積み上げたもで6ｍ70ｃｍの長さを測る。区画のために石を配した可能性が強

い。

82m－

２’

81ｍ－

80m－ ０（S二1/50）１ｍ

第101図SR4う直構詳細図

例口勘主凹石仏

一Ａ乱

-82ｍ
,

ａ

-81ｍ

80ｍ

9９



幽箇

〃

／

(』；澱

回
。
）

第１期土留め石積み

と夕
3′

心皇、

巴
出
も

〃

1００第102図SR4遺構詳細図

、
ａ

、

鈴夢
望

Jもｂ叡
譜 、 ､ 心

第Ⅱ期土留め石積み

〃ｅ
、
判

蕊識字
f

燕′蝿、

Ｏ

枠。
9三

､参識

心
Jﾐjｂ

jﾐjl2

ロ １０ｍ

封、
、

第Ⅲ期土留め石積み

雪
程
単

句’
、，
和

影〃“

(S=1/200）

If迄

鐸酔
画

､
ａ

蝉一

．″タグQｉ



(s=1/225.28.29）５ｃｍ
－ －

１－1

1０１

ゲタ

ア
－凸b■F

、赤1Ｗ ､浜]；

摸､ヘーヒマア
1０１－３

1０１－１

1０１－２ グ

へ＝Ｅ子

1０１－１２

、

型

I1 qB

101--25

○

1０１－２４

1０１－４

Ｉ
１

ｹ
夕

夕

〃
的

ク
《
一
〈

ｆ
ｌ

へー=E三デテフ

1０１－１５

、

〆

八

（ 1０１－７

1０１－５

H１

７
、

、一一＝三旬'

1０１－２８
◎

〃 1０１－６ 1０１－１１
、

、

-１
1０１－８

Ｆ＝＝ 鯨

IU。

フ

１

1０１－９
、

第101図SR41LH十遺物

〆

へ，－Ｅマフ
1０１－１８

1０１－１０

鍵鍵譲

$Tl－7′ 仁｡-２
１０１－１３

１０２－２７

５cｍ

Ｆ

３

Ｏ（S=1/423.24）１０cｍ

ｕ

一心Ｋ弾侭､と塊

I-l=ノ
1０１－１４

、

1０１－１６

1０１－２１

Ｉ

熱
り
‐
雪

1０１－１７

1０１－２３ jｉ

１０１－１９

(S=1/3）１０cｍ

1０２－２６

○-8-0

種

②’0'-29

ヤーー烹烹豆声ニーニーア
1０１－２０

Ｔ－Ｔｒ
ﾉ】Ｉ､

１０１－２２０
〃

１－匡三ﾝ'



1０２

[遺物］第101図はSR4から出土した遺物である。

1.青磁（第101図－１～6）

1は龍泉窯系Ⅳ類底部で見込みが凹む。２は同ＶⅥ類口縁部資料。３は同Ⅵ類の菊花皿。４は同Ｖ類

底部で外底を蛇の目紬剥ぎする。５は酒会壷の底部資料。６は同Ｖ類盤底部資料。

2.白磁（第101図-7～１２．２２）７はＡ群（口禿・景徳鎮窯系）の碗資料。８はＧ群（今帰仁タイ

プ・浦口窯系)。９はＣ3群（無文外反・閏清窯系)。１０はＤ′群（部武窯系)。１１．１２はE群（景徳

鎮窯系）の皿と杯。２２は瓶の口縁部。

3.青花（第101図－１３～２１）１３は元様式青花小破片でラマ式蓮弁の一部を観察できるが器種は不

明。１４は外反する碗Ｂ1群資料で外面に唐草文を施文する。１５．１９はＧ′群で外面に蕉葉文を施す。

１６は徳化窯系の外反碗で、上位より「寿｣、界線、簡素化した蓮弁を描く。１７はＣ′群の小破片。

１８は滝州窯系の小碗と考えられ外面に花文が描かれる。２０は鰻頭心となるＥ群資料で見込みにモ

チーフ不明の文様、外底に「福」字が施される。２１はＢ1群の端反り皿で外面に草花文、見込みに

十字文を施文する。

4.備前（第101図-23）２３は備前焼の摺鉢で口縁部のみの資料のため摺り目の数は不明。

5.金属製品（第101図－２４．２５）２４は直線的に立ち上がる鉄鍋。２５は青銅製の答。

6.銭貨（第101図－２６．２７）２６．２７は無文銭。

7.遊具（第101図-28）２８は陶磁器を打割成形した円盤状製品。

8.骨製品（第１０１図-29）２９は獣骨を加工して作られた歯ブラシの柄で、下端部に孔を空けて棒

状の金具（？）を通す。

２．Ⅶ区出土遺物

Ⅶ区は面積約500㎡の平坦面で、北・南側に土留め石積みを配し、西はSR2、東は東側城壁に囲

まれる地域である。Ⅲ．Ⅳ区に比較すると北側に一段下がるテラスとなっている。Ⅲ．Ⅳ区と比較

すると、出土する遺物にも変化がみられ、青花の出現、青磁では龍泉窯系Ⅵ類（いわゆる細蓮弁文

碗）が出土するようになる。また、Ⅶ区から一段下がるテラスであるⅧ区（現在調査中）から出土

する遺物は更に一段階新しい遺物を含んでいる。この各テラスの出土状況はある程度一括性が高い

ものであり、当該遺跡の土地利用の変遷を考える上で重要である。

Ⅶ区出土遺物（第102～110図）

1.土器（第102図－１～６，１０．１１）土器はいずれもグスク時代に属するもので、総じて粘板岩を

混和材として用いる特徴を持つ（第３様式)。１．３は鍋形、２．４．５は壷形土器の口縁部資料。６は

器種不明の底部資料。１０．１１は宮古式土器で器面に細かいポーラスが確認できる。１０は短頚の髪

形土器で表裏面丁寧な器面調整となる。１１は壷形土器で外面は滑らかに器面調整される。

2.カムイヤキ（第102図-7～9）７は厚手の造りとなるＢ群の壷で、口縁はやや外傾直立し、口縁

端部は平坦となる。８は器種不明の底部。９は水性の注口部分。

3.瓦質土器（第102図－１２．１３）１２．１３は沖縄産瓦質土器である。ともに摺鉢と思われるが、口

縁がくの字に曲がる１２は摺り目が確認できないので鉢の可能性がある。

4.青磁（第102図-14～22，第103図、第１０４図）碗：１４～１６は劃花文碗（龍泉窯系Ｉ類：以下龍

泉窯系省略)。１４の内面に片切り彫りの文様が描かれる。１８～20はⅡ類。１７の底部はＩ類もしく

はⅡ類。２１はⅢ′類の底部。見込みは凹み畳付の紬を掻き取る。２２はⅣ類底部で見込みが凹みⅢ

類の影響を強く残す。第103図-23は外面口縁直下に弦文を施す資料で（Ⅳ類)、主郭Ⅵ。Ⅶ層にお

いて類例がある。２４～27はＶ類。２４は内面に陽花文を施す。２８．２９はⅣ類（29は紬調よりⅡ類

の可能性がある)。３０はＶ～Ⅵ類。３１．３２はＶ類口縁部で口縁直下に雷文を施す。３１はへうで、



32はスタンプで施文する。４３～45はⅥ類口縁部資料で外面に細蓮弁を施文。４６は口縁外面に波涛

文を施す（Ⅶ類)。３３～37,39～42はＶ類底部。３８，４７～50はⅥ類底部資料。５１は泉州窯系碗

の底部で紬調は黄灰色、胎土は黒色鉱物を含む。５２．５３は直口口縁に接地面の広い高台を持つ粗

製碗で滝州窯系とされる。皿：第104図－５４．５５は見込みに櫛描文を施す同安窯系底部資料。５６～

61はⅣ～Ｖ類の口縁部資料。６２はⅣ類、６３．６４はＶ類、６５．６６はⅥ類。盤：６７～70はＶ類盤で

ある。６７は鍔縁口縁で内体面4本櫛の蓮弁を、６９は幅広の蓮弁を施す。杯：７１．７２は小杯。７２の

底部は外面下段に段をつくって僅かに高台とする。７３は外面に隆帯文、内外体面に幅広の蓮弁文、

74は見込みに印花文、外面に線刻蓮弁を施文する。７５．７６は馬上杯。７５は脚部を欠損し雑な線刻

蓮弁を施す。７６は脚部の一部が残る。播鉢：７７は直口気味に逆ハの字に広がり口縁付近で微弱に

外反する摺鉢で、施紬は口唇内面、内面に4本の櫛目を確認できる。瓶（水性？）：７８は口縁端部

を上方に摘み上げる。７９は胴部で圏線下段に蓮弁、上段に草花文を施す。壷蓋：８０は酒会壷の蓋

で外面に陽刻の文様を施す。

5.白磁（第105図）碗：８１．８２はＡ群（口禿・景徳鎮窯系）の碗資料。８２は見込みが凹み外面無

粕となる。８３～85はＦ群（今帰仁タイプ・浦口窯系)。８６はＣｌ群（ビロースクＩ・閏清窯系)、

８７．８８はＣ2群（ビロースクⅡ・閏清窯系)、８９．９０はＣ3群（無文外反・閏清窯系）となる。９１

はＧ群（甫田庄辺窯）で内体面に幅広蓮弁を施す。９２～94はＤ′群（部武窯系）で内外腰部以下を

露胎とする。皿・杯：９５～98はＡ群（口禿・景徳鎮窯系）の皿資料。９９～104はE群（景徳鎮窯系）

の皿と杯。９９～102は皿、103は小杯、104は馬上杯の脚部。１０５．１０６はＤ群（部武窯系）の皿。

107はＤ′群（部武窯系）の燈明皿。

108は白磁もしくは青白磁で型造り、高台内の削りが浅い。

6.青花（第106図-109～131）１０９．１１１．１１２は元青花。109は鍔縁盤。１１１．１１２は1個体と

考えられ蔓唐草を描く資料で器種は不明（合子蓋か？)。110は瓶の肩部にあたる。碗：113～115

は外反するＢ1群の資料。１１６．１１７はＣ群碗。いわゆる蓮子碗となる資料。１１８は直口手の碗口縁

部。１１９．１２０はＤ群。120は見込みに十字文を施す。１２１．１２２は陶胎で紬に透明感がない粗製碗

で見込みは蛇の目紬剥ぎされる。いわゆる滝州窯系のものと思われる資料。皿：１２３はＢ1群（端

反皿)、124～126はC群（碁笥底皿)。127はE群、直口線で外面に唐草文。128は瓶の口縁部資料

で蕉葉文を施す。杯：129は短い筒型の器形で腰折れ、外体部中央に一条の隆圏線を廻らす。１３０

は合子蓋で口唇から内面は露胎となり、区画内に花文を施す。１３１は水性等の把手に貼り付けられ

る婚竜の一部と思われる資料。

7.黒粕（第１０６図－１３４．１３５）県内のグスク出土資料として一般的な天目碗で南平茶洋窯が産地

とされる。

8.三彩（第106図-136）136は華南三彩胴部資料で小破片のため器種は不明（壷もしくは水性)。

9.緑軸（第107図-151）１５１は華南緑紬水注底部と思われる資料。

10.瑠璃軸（第106図-137）白色微粒子の磁胎で内面に白磁紬を施し、外面に瑠璃紬を厚く施紬

する。

11.斐翠軸（第107図-152）酒会壷の胴部資料で主郭資料と同一モチーフのものがある。

12.褐軸陶器（第107図-139～148）139～142は口縁部が方形となる大型の壷資料（5類)。１４３

は頚部を直線的に立ち上げ、口縁部はうの字型に折り曲げ口唇は平坦なつくりとなる（1類)。１４４

は玉縁口縁となる小壷。１４５は短頚の小壷で横耳がとりつく。口唇の粕は掻き取られる。１４６は頚

部を直線的に立ち上げ口縁部を方形に肥厚させる大壷。新里村遺跡で類例がある。147は急須で口

縁内面が内側に張り出し蓋受けとなる。148は急須の注ぎ口と思われる資料で、形状が亀の顔とな

る。頬の2箇所に孔を設け内面は雑に仕上げられる。

13.中国産焼締陶器（第１０７図-150）150は蓋と考えられる資料で接地面は平坦につくられる。

1０３



1０４

14.本土産陶磁（第106図-132.138）132は肥前染付碗の資料である。高台径は小さく薄手のつ

くりとなる。見込みには動物文（？）の一部が施文される。138は青磁の底部で外底に押印される。

15.ベトナム陶磁（第106図-133，第108図-161～166）133は端反りの色絵碗で内外面上位に赤

色の顔料で圏線を配し、中位に蔓唐草、緑で葉を表現する。１６１は青花壷の底部。ラマ式蓮弁が描

かれる。162は青花小壷の胴部で肩部上部に梅文、下部に区画文。１６３～165は白磁碗で口唇は口

禿、内体面に型押しによる青海波の一部が見られる。166は合子の身である。

16.タイ陶磁（第107図-149，第108図-156～160）149は強く外反し肥厚するノイ窯系の壷で素

地に黒色鉱物を多量に含む。156は半練土器。１５７．１５８はシーサッチヤナライ窯系の資料でラッ

パ状に外反する器形となる。１５９．１６０は鉄絵合子の身口縁部資料。蓋受口となる口唇部は露胎と

なり胴部に圏線・格子文を施す。

17.沖縄産陶器（第107図-153.154）153は無紬陶器碗の底部。154は沖縄産の瓦質土器で蓋と

思われる資料で、首里城京の内や渡地村跡で報告例がある。

18.高麗陶磁（第108図-155）直線的に立ち上げ口縁付近で若干外反させる。内外面に数条の圏

線、内面に菊花の簡略化された文様等を施す。

19.銭貨（第108図-167～171）１６７は崇寧重責（北宋・ｌｌＯ３：当十銭)、168は祥符元責（北

宋・1008)、169は開嬉通賓（南宋・’205)。170は不明、１７１は無文銭。

20.金属製品（第109図）172～190は青銅製品である。172は鍍金の施された縁金具。173は環

座で中央に中央に円形の孔を穿つ。１７４は用途不明金具で小さい孔を穿つ。１７５～１７８．１８０．

１８１は板状製品の破片で全形を窺えないため詳細は不明であるが、177はバックル状の製品となる

か。179は棒状製品で半分をＵ字のつくりとする。182は細い円柱状のつくりとなる目釘。183.

184は先が尖り細く棒状の資料で針のような用途なのか詳細は不明。185は釘。186は詳細不明製

品。187は釦状の不明製品。188は溶解した製品。189は煙管の吸口。190は輪状金具。１９１～205

は鉄製品。１９１～194は刀子で腐食が著しい。195は釣針。196～203は釘。寸法にばらつきがあ

る。204は不明製品（釘？)。205は農耕具（箆）で完形品。

21.玉（第１１０図-206～225）206は上部を欠損したガラス製（明灰青色）の勾玉。207は管玉

(主郭Ⅱ類）で明青色が風化して白色化する。208は石製の丸玉。209～218は主郭Ⅲ類b2種とな

る丸玉。２０９（透明)、２１０（浅青色)、２１１．２１２．２１４．２１６．２１８（白色)、２１３（明青色)、

215（強青色)、２１７（明灰緑青)。２１９～225は主郭Ⅲ類c種。２１９．２２１．２２２～224（白色)、

220（浅緑青)。225はc種が3つ癒着する（明緑青)。

22.遊具（第110図-226）226は白磁を打割成形した円盤状製品。

23.石器（第110図-227～229）227は頁岩製の用途不明製品である。勾玉状の曲線を呈し、上面

両端部より切り込みを入れる。228は瑚岩製の砥石。229は安山岩製の鼓石。
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釜
≦
重
言

珍
．

① ○ 国 ’ ○ 戸 一

尋 姻 Ｈ 週 凶 屋 国 ○ 戸 冊

i、

、 四 国 Ｉ Ｃ ［ ↑

寧
蕊
i
二
三
婆

囚 囚 Ｎ ｌ ｏ Ｆ ↑

ｇ ｌ ｍ Ｕ

。 。 － 、 ．

恋
感

園

戸 国 囚 ’ ○ 一 一

禽 画 Ｉ ０

、

ｍ Ｎ Ｎ ｌ ｏ 一 声

零 ｌ 唖

樺
Ｚ

の 囚 囚 ’ ○ 戸 一

ｍ ｏ Ｎ ｌ Ｏ Ｆ ［

．
§
二
三
三
三
窯

ト 四 国 ’ ○ 一 一
⑲

ト Ｏ Ｎ － ｏ Ｆ －

唖 ‐ 皿 § ‐ 。 こ ＠

（ ① Ｎ Ｎ Ｉ ① ○ 国 戸 へ 戸 Ⅱ の ）Ｑ 叩

⑨

、 囚 囚 ’ ○ 一 一

角 》 １ ０

戸 迄 ○ ○ ↑ 命 へ 一 Ⅱ の ） ○

ノ



※数値の明朝は破片数を、ゴシック体は推定個体数を示す。

１１４

策6表外郭V11区l-H士遺物集計表（１）

部
位文様等分類器種

種
別

Ⅶ区出土』

Ｉ’Ⅱ

層｜上

ｌ
＋
Ⅲ
＋
Ⅲ
ｂ

Ⅱ
上
十
Ⅲ
＋
Ⅲ
ｂ

Ⅲ
ｂ

Ⅱ
上
十
Ⅲ
ａ

Ｓ
Ｒ
４
＋
ⅢⅢ

ａ
ａ
＋

Ｉ
＋
Ⅲ

Ⅱ

Ｓ
Ｒ
４
＋
Ⅲ
層

Ⅲ
層

Ｉ
＋
Ⅱ
上

望6慨ノ

Ⅳ

ａ

Ⅲ
ｆ

Ⅲ
ｅ

Ⅲ｜Ⅲ

ｃｌｄ

ｌ
＋
Ⅲ
＋
Ⅲ
ｂ

遺
構
内

洲|；
４ ３ ３

患Ｉ巻|オ

Ｓ
Ｒ
４
＋
Ⅳ
ｂ

Ⅳ
ｂ

Ⅲ
＋
Ⅳ
ａ

破
片
数
小
計

推
定
個
体
数

碗

１５８０

慧器-票三一蕊
龍泉窯系Ⅲ類 砧手

噸
一
鯛
一
噸

｢底蔀

fM::篭

龍泉窯系Ⅶ類

唾
泉窯系Ⅳ-v類｜束口碗｜口縁

泉扉燕雨『震
粗製品 粗製碗

緊舞了鴇Ｈ課
Ｌ龍皇窯系Ⅳ類

青Ｉ
磁

｜’

｜皿

|龍泉窯系Ⅳ・Ｖ類

|龍泉窯系Ｖ

１

文
一
皿

農
|口縁

|口縁

!-諾『善薯
腰折稜花

|底部

需
｢底蔀

J駕篭
類’
’一

龍泉窯系Ｖ－Ⅵ類

外反

噸
一
剛

闇
不明｜底部

腰折稜花

龍泉窯系Ⅶ類｜腰折皿
－

７３１ 分類不明

｜折縁口縁

厨

盤

｢鍔縁 (へラ）

皿

|口縁

|底部

Ｉ底部

| 鍔 縁 （ 不 明）’
|直口口縁

１７「不明

瓶

Ｖ類蓮弁文

底部

口縁

口縁

噸
噸

口縁
底部
噸
一
脚

四畳
底部

|口縁
一

|底部

|口縁
一

|底部
Ｊ一－－１－両縁

r癖「
鉢’

酒会壷

i口縁

底部

龍泉窯系Ⅱ類 鏑蓮弁

弦文帯碗

不明

直口無文

鍔縁（櫛）

１ 1 ｜’

８１４ ｌ ｉ ｌ ２ ｜，

２１２

2５ ９ 1 ３ １ ３ ２’

１

２１ ｜’
｜’

｜ ｜’ ｜’

１

４

2０ ７ ６ ４ ２ ６

1６６ 2７ 5３ 2４ １２ 5０ ３ ２

1３１３ １５１１ ４

2４ １０ ７ ３ ５
｜’

｜’

５１６ ４ ２ ３

｜’
｜’ １１

ｌト

｜’’
Ｉ

１８ ４ ６ １３ ２ ２
｜Ｐ

1５ ８ ，１０ ６， ６１ １ １ １ ２
｜’

｜
Ｉ

ｌ

6６ 4０ 2１ ８ lＯｌ’１４ １ １１

5５ 1４ 1０ ４ ３１

１１

１ ２

|’’ ｜’

２ 1

２ 1３ １３

１ １ １

２

｜ ，

１５’６ ｜’ ２
､

| ’

２ ｌ’

４
｜ ’

２ ｜ Ｉ |_

ｌ ｌＩ
２ １

８ 1３ １２ １ ２
｜ ’

１１

｜ I

２ １ ２ １

1 １ １

｜
』

３，１ １ １ 111 １１’， ２

４ 1２ １

２ １ １ １１

｜Ｉ
１ ｜’｜’

|’

ｌ ｄ ｜’
１ ３ １ １ １ ｜｜；ｉｉｌ，
３ １ １ １ １ １ １，

５ ２

１１

１

｜；
１１

|’’ ｜’

７ １ １
１

１

｜

’ ｜

－'－－~1~‐
一●二一一二

’
３ ２

４３ ２ １１

４１ １ ｜P’ ｜’ １

２ １ ｜’
｜’ ｜’

’１ ’１’ ｜’
２１３１！’

｜ ’
Ｌｌｌｌｌｌ１ｌ：号が－一

｜｜｜’｜’
３ ２

１ １

１

２

０

1５

４

4４

１

２

０

０

１

４

4５

337

2７

4９

０

０

2０

０

０

０

０

０

4５

０

4９

０

1６１

8６

０

０

３

０

３

1８

３

０

２

０

０

０

０

2６

６

０

３

０

０

2６

０

２

０

６

３

０

０

９

７

５

０

１

０

８

８

７

０

１

１

０

０

９

５

１０

６

３
’
０

０

５
－
０

５

２

１

２

1１

2４

２

１

３

3９

290

1６

4１

０

1８

０

０

4１

3８

1７

1５

０

２

１

1７

２

０

０

０

2２

３

2５

２

６
－
０

９

５

１

４

８

３

０

１

１

０

７

９

２

１

３

１

小計 5０５１１９０ ２ 1４７ ０ 5７ 4４ １ １ 109 １ １ ｌｌＯ ０ ０ １ ４ １ ８ ０ １３ ０ ０ ０ 1.086 693



※数値の明朝は破片数を、ゴシック体は推定個体数を示す。

第６表外郭VⅡ区出土遺物集計表（２）

１１５

部
位

文様等分類器種
種
別

Ｗ ロ ロ ロ グ 、 ｄ ｎ ｐ ロ n 世 Ｊ 靴 ワ グ 〃

Ⅲ

ｆ

Ⅲ
ｅPlW

ｌ
＋
Ⅲ
＋
Ⅲ
ｂ

ｌ
＋
Ⅲ
＋
Ⅲ
ｂ

Ⅱ
上
十
Ⅲ
＋
Ⅲ
ｂ

Ⅲ
ｂ

Ⅱ
上
十
Ⅲ
ａ

Ｓ
Ｒ
４
＋
Ⅲ
ａ
＋
Ⅱ
上

Ⅲ
ａ

Ｉ
＋
Ⅲ

Ｓ
Ｒ
４
＋
Ⅲ
層

Ⅲ
層

Ｉ
＋
Ⅱ
上

Ⅱ
上

Ｉ

層

遺
構
内Ilili

Ｓ
Ｒ
４
＋
Ⅳ
ｂ

Ⅳ
ｂ

Ⅲ
＋
Ⅳ
ａ

Ⅳ

ａ

破
片
数
小
計

推
定
個
体
数

白
磁

碗

’７７

Ｉ
；
‐
‐

Ｉ

皿

皿
一
杯

４

瓶

鰹
唖
潅

珊
諏
‐
枠
Ｉ

一

福建庄辺窯

福建部武窯

不明

噸
爾

鶴
、2(端反り）

型作り皿

鰯

|口縁
一

|底部
噸
一
馴
一
制
一
噸

燈鯛腿’'2(燈明皿鵠
一 一一 一一 一一 一と ‐－‐一一一一ムー

塔JWL篇
有文胴部

－
｜器 種 不 明

|胴部

|同W豪
|口縁

｢底蔀

C3(無文外反）

景徳鎮窯系 Ｅ群

福建部武窯 Ｄ1群(小皿）

福建庄辺窯 G群

肺

１

１

２

１－ ●◆－

’ ’’
一由一合一一一一一

ｉｌ

可
０
『
一
１

１

２

１
~V

’
－◆

１０ ４ １ １ ２

１
’’９－

2７ 1４１２
－－｡●-－一

１１１
一●－－ 81-

‐
１
１
‐
ｌ
●
１
１
１
－
‐
‘
Ⅱ
甲
Ｉ

2１１ _Ｌ 一十1－
１ l－

ｌ

｣－１－
’’

‐
１
１

６
２
－

2'’

114’１’

１

５

!－Ｌ_－－－１－

'１｜’
二二十三｜’

｜’
一凸｡一一一・-９－

．
ｌ
◆
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

勺
１
１
‐
１
４

ｆＲ~ｌ－ＪＩ－ｎ
－ー

2 １ １１１７ＦＩ

一
戸

一
一
二
十

↑
● ｡

－|－

８ １ 'ｌ ｌＩｌｌｌ ｜’
1０

５
２ ||川一

’
一
ｉ
・
Ｉ

３

２|‐
5１

2１
－－o

ll

二
‐

1１ ｌｌｊｌ

十
～「J１

ｌ
１
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
▲

｜●

３１

’-１
１１

６
４

’一●－－－
１

ｌｌｌ
－一ｰｉ

ｌ’
１

’

１
１
‐
↑

Ｉ
ｌ
◇
‐

！

ｉ
ｉ
ｌ
ｌ

一Ｌ

芦

一
‐
一
‐
ｌ
「
１
斗
‐
ｊ
‐
ｌ
ｉ
ｌ

１－－４

１１
一

ｌ
‐
‐
。

２2１

１

’
’
１

６
．
－

１
－
‐
Ｉ

ｊ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ

：
Ｊ

６

．

１’
-－一◆

-↓
1

’－－
「
一

鱈
ｌ
‐
一

一一■中

１
－
１

●
‐
ｌ１

’
十

↑－－

● q

１

一一

１

ｄ

ｌ－
’ｌｌｌ
－●－－－－－

’ ’

１ １

，'

’－１－－
１ ５

｜ ’

１１
－！

’－－一・一一一ヤー ’一■

２

ｌ
ｒ十

ｉＩｌｌ
Ｌ ’３１

.‐－1－－，１１

１３１

１
１
●

一一＝一一一－二Ｆ一一

６

３

一一一｡－一一=つ－Ｆﾏ◆

→－－－ － ● -

’。
lｈ

ｌｌｌ

｜’ ｜｜’
ｌｌｌ
’０

●－－

｜ ’

！：

０
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｏ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

－
１
１

１
Ｉ

．
Ｉ

’－９－ '-－
｜ｉ
●-ﾛｰｰ・●一

｜ ’

１１１

１
１
１
◆

。
Ｉ
ｌ

１
１
１
０

c一一ｰ一－－－－－

●－-一一一一一

’

と-－

１

０
雲
３
－

３

２

２

ｌ

０

1９

１

5８

１

３

０

１

０
’
０

０

２

０

3４

４

3４

１０

配
－
８

１

０

１

１４

４

０

０

１

４

８
－
０
’
３
０
－
２
’
２

１

０

０

０
－
－
３

２

１

1５

3２

２

１

０

１

2０

3６

2３

６

１

1２

０

４

一
《
叩
ロ
グ
〃
一
一
一
《
叩
夕
〃
一

今
勺
■
■
■
ロ
ー
△
勺
■
■
■
．
“
君
国
■
■
▽

０

小計 670 277４１８９ ０ 5８６９ ２ ２ 1３２ ２１ ２ Ｏ’０ ０ １ ４ ２９ １ 4７ ００ ０ 1.472 1６６

農
i口縁
|底部

外反Ⅱ類

蓮子Ⅲ類

口縁

庵蔀
口折Ⅳ類

ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｌ
Ｆ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
Ｉ
Ｉ
‐
，
Ｄ
ｌ
Ｆ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
‐
』

縁
縁
一

口
口
一明

霞
一
噸
－
篤

外反Ⅶ類

不明

畷
一一◆－－－

鉢粗製鉢｜
凸一一●

口縁瓶

ⅢorＶ類

Ｖ類腰折れ

Ⅵ類鰻頭

清 徳化窯

Ⅱ類

Ⅲ類

１

１

－－５１
３１，
－ q

lｌ
－ｅ

１

1２

７

弓-Ｊ
3１４１

３

１３１

２１

１

-'一i』'十一
一一一●L』一 一 一 一 ● － － ● － ◆ － － －

．－１２L’」
｜｜
…－

，
Ｉ
ｌ
‐
●

‐
‐
‐
‐
‐
‐
．
‐
一
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐

｜’

ｌｌｌｌ１１

二Ｊ
一

一』

●
Ｉ

'’一－一？"

－Ｉ

１
－＝●

T一一－－

|~'一
１１

｜’ ｜’ ｜’

| ,’’
｜’

1１

４ ２ １

１
●

1１

，’

◆◆－－－

’１１
斗－－一一△4

１－－４
１
１
ｌ
◆

↓一ー－ －
－－１升

1６

２

６

４

｜’
１１

５４

４５１

1－

マュ同一
一一●一

Ｉ

‐一・一一

１１

１
－
１
１

’一一●－

|’

１１１１
辿
一
：
’
’
一
」

！
‐
一
一
ｌ
「
が
ｌ
ｉ

口
一
三

・
２
－
’
’
’
’
一

２ ２ Ｉｌｌ
‐
’
一
１

1１
－ － －

｜｜◆一一

一
ｊ

Ｉ
Ｉ
Ｔ
Ｔ

ｌ
ｌ
ｌ
ｂ
ｌ
●
Ｐ

了
‐

１
－
’
一

５ ２
リ

Ｉ

ｌ
ｌ
Ｆ
Ｉ
－
ｌ
ｌ
ｌ

生
‐

’
一
’
一

‐
一
一
ｌ
↓

‐
‐
‐
‐
‐
‐
一
‐
‐
‐
‐
‐
一
‐
‐
‐
‐
‐
一
・
‐

四
８
０
▲
｜
｜
’

」
」

４‐－－‐‐‐ｉ

－１－．－－.－‐＆－l

-l-;－=Ｔ－－
ｌ｜’’

３

３

１

’十
↑ｰ

１１ lL---

ｌｌｌｌ

１

王
１

ｌ
‐
↑
Ｉ5「

３

~「
｜－一一◆

４

十
－－ ２ １

－
１

2０

２

１７

７

４

１

2９

１１

６

１

０

１

１

1５

６

１

０

２

3５

１５

1８

１

４

０

８

１

１

０

１

０

５
－
０

７

1５

1４

３

６

０

１

１

１

2５

1３

０

７

１
－
２
Ｊ
Ｊ
Ｏ
Ｊ
２

４

小計 7５ 5６ 2２ ３１０ ＯｌｌＯ ０ ０１９ ０ Ｏ’０ ００ ０ ２ １ ０ ００ 4２１０ ２１０ 220 9５



承致1但の明朝I工販斤致を、 1zFI工子臣〕正１回1卒致を不~す。

岸 ’
一

一一l-l
－－’

二
－斗-トト

三

篭R実外郭ＶⅡ灰HJl十漬物集計表（３）

■皿■

1１６ コ ンツク

文様等分類器種
種
別

部
位

Ⅷ陸仕I土適物

Ｉ｜Ⅱ

層上

Ⅲ
層

Ｔ
Ｔ

Ｉ
＋
Ⅱ
上

Ｉ
＋
Ⅲ

ｌ
か
、
〕
Ｄ
肌

Ⅲ
ａ

Ⅱ
上
十
Ⅲ
ａ

Ｓ
Ｒ
４
＋
Ⅲ
ａ
＋
Ⅱ
上

Ⅲ
ｂ

ｌ
＋
Ⅲ
＋
Ⅲ
ｂ

ｌ
＋
Ⅲ
＋
Ⅲ
ｂ

Ⅱ
上
十
Ⅲ
＋
Ⅲ
ｂ

Ⅲ
ｃ

Ⅲ
．

Ⅲ
ｅ

Ⅳ
ａｆ

Ⅲ
＋
Ⅳ
ａ

Ⅳ
ｂ

Ｓ
Ｒ
４
＋
Ⅳ
ｂ

Ｓ
Ｒ
４
１
層

Ｓ
Ｒ
３
１
層

遺
構
内

Ｓ
Ｒ
３
＋
４

破
片
数
小
計

推
定
個
体
数

青磁、染付
口縁

底部 1１

０

１
１

天
目 碗

縁
部

口
底

３

１

３ ３

１

２ １ １２

２
1１

褐
紬
陶
器

茶入れ

壷 中・小型

壷 大型

新里村類似
フ字形口縁

玉縁口縁
方形口縁

その他

不明

揺り鉢 播り鉢
鉢 鉢

口縁

底部

口縁

底部

口縁

底部

口縁

口縁

２１

１

３ ２

１

４ １

６ ４

３１

１

１０’１

１

１

１

５

１

２

１

２

１

２

’１

１

１

３

１

１

４

４

１

１０

０

１

５

1３

７

４

2５

０

０

１

1４

１
６
個
６
４
羽

０

０

悲翠軸

皿

一
今
云

一
酒 壷

蓋

口縁

底部

口縁

１

１

''一

1

０

１

０

１

１

緑紬 袋物 底部 ０ １

瑠璃軸
碗

瓶

口縁

底部 １

０

１

０

１

褐紬磁器 碗 胴部 ０ ０

タ
イ
陶
磁

土器

褐紬陶器

鉄絵

半練
シーサッチャナライ窺系

ノイ川窯系

不明

合子

蓋

大型壷

大型壷

中型壷
大型壷

中小型

蓋・身

口縁
口縁

口縁
口縁
底部

底部

口縁

Ｉ

２

１２

１１

１

１

１

１

１ １ １

１

２

１

６

２

２

２

０

３

１

３

１

３

２

ベ
ト
ナ
ム

白磁 碗

色絵 碗

染付 壷

口縁

底部

口縁

胴部

肩部

底部

２

１

I

１

１

１

１

３

１

０

２

１

１

３

１

１

高
麗 青磁 碗 口縁 ３ ２ ５ ３

備前 播 鉢 口縁 １ １ １

南
西
諸
島

徳之島産 カムィヤキ
Ｂ群壷

不明

湧田窯 瓦質土器
鉢

喜名焼 焼き締め陶器 碗

グスク土器

1８

壷

鍋

饗

不明

｜不明

宮古系土器 壷

口縁

底部

口縁

底部

底部

口縁
口縁

口縁
口縁
底部

口縁

底部

４

５１

１

１

４

５ １

１

２１

８１

２

１

１

１

３

３

１

４

１

２

２

２

１

１

１

２

２

２

７

８

４

１

１

1１

９

１

４

１４

６

０

１０

４

１

1０

７

１

３

1３

４

不
明 瓦質土器円盤状製品 蓋 １ １ １

磨石

敵石

砥 石
提砥

置砥石

不明石器

不明石製品

サイコロ

円職状製品

勾玉

丸玉

小玉

１

１ 1

５１２

(現代）管玉

銭
円）診方孔銭

i斤代街

１

２

１ ２ １ １ ６

２

金属製品

銅製品

｜管

｜金具類
｜釘

2９１不明

鉄製品

110

｜刀子
｜刃部片

釘

釘

釘

｜釣り針
｜鎌

|へラ形鉄製品

大

中

小

｜鉄鍋

１

６７

１

１ ２

２

７ ３

１

１

８ ２

５

５

１０ １１

１

1３

２

２

1

３

1２

１

３

２

２

１０ 1

１

ｌｉ

３

１

１

３ １

１ ２

１

１

１

2６

３

２

４

８

2３

１

０

１

１

１

1７

７

７

3５

近現代遺物
近現代陶磁（沖縄産）

近現代陶磁（本土産）

煙管 雁首・吸い口 ２１

０

０

２

１

２

１

３

１ ４



９７１Ⅶ磁Ｖ口１４７４ＳＢＯ４Ｓ５２９

９７２Ⅶ匡『磁竜Ⅳ～Ｖ口１８１Ｑ３４Ｓ848

Ⅶ ４１４９

９７ ４Ⅶ

９７ ５Ⅶ

９ ７６Ⅶ文青

９７７ⅦＬ、Ⅵ

ⅦⅣ

９７９Ⅶ『Ⅳ

９７１ ０ Ⅶ 磁 Ⅳ皿

９７１１Ⅶ岩

９７ １２Ⅶ磁Ｖ

９７１３Ⅶ元

Ｆ 阿砺匡司■塞麺■面訂画■■■■
■而理詞■同圃■覇■匠諏F弓■鷹■囲刃＝ーー■■■■■霊､函E詞庇画■、■■■■■
■而審■■n画■露■匠諏要琶■…■承■■■■■■一■雨画医W砺匡而配函■、■■■■■
………唾画唇■■下■■函■ー■■■■E翻囲ＥＴ■語調画
■而置■■同閲…睡囲…■零画一一厘麺医W砺匡而匪毒圃回■■■■■
………■で雪一雨■■ず■■■■■■■■■■■■■■ ■ ■ 刷 師 別 ■ 酒 砺 ■ ■ 冊
■而 冒、 画両面■露■匿零＝＝ー‐■Ｔ■■庫■ーー■砺砺罰匪罫■■Ｔ画
■而蔀■＝同酒■露■■干罰■匿画■承■‐画一■■■■回囲踊Ｔ■蓉麺■丁■■■■■
■ 而酒函一同圃両『冒冨 羽 囲 亜 下 詞 ■ 可 一 ■下亜＝－'
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・
・
・
・
・
・
・
■
。
皿
皿
皿
皿
皿
皿

■罪■■声＝■■■■■■■■■３次外郭Ｓ-32Ⅱ一
吋面■＝､顕＝て酒■■■■陣一■霊■ー可■■■■■■■■■外一
吋面一一 一 了 画 ■ ■ ■■Ｆー■T屑■■■■■■■■■■■■■■■３次外郭Ｓ-32Ⅱノー
、 酒、‐同禰＝丁 雪 ■ ■ ■ ■ ー 一 ■ ■ ■ ■■■■■■３吹外郭Ｒ３３Ⅲ一
Ⅲ眉Ⅶ回圃■Ｔ酒■応＝ーー■幸■…■■ ■■■■■■■外Ｓ－３３Ⅲ一
Ⅲ爾圃 ＝､湿画干君 ■ 時 ＝ 唖 一 画 燕 ■ ■■■■■■■■■■Ｆ宮Ⅱ一
虹弱冒詞、圃画干君■壷＝ー一口霊■哩声＝ー■■■■一
虹F官、四石■■Ｔ画■霊画一一画覇■

口 １ ５ ２ １９３２Ⅱ ■■■■
Ｓ３８Ⅱ ■■■■

ＩＩ ｌ ５ ６ ＩＳ３３Ⅱ ■■■■
１２ Ｑ３４Ⅲｂウ■■■■

１０５９１Ⅶ １１１５４

２ 口１３８ 外 ■■■■
Ｉ３Ⅶ １１１４４ 外ＩＳ３２ⅢＩ■■■■
１０５９４Ⅶ １４１４ ９ ３次外郭Ｓ３３Ⅱ_１Ｍ■■■■
１０９５Ⅶ一艇Ａ 口 １ ５ ２ ３吹外郭Ｓ９３１Ｍ■■■■
１０５９６ⅦＡｌⅢ 外小■■■■

ⅦＡ 口 １ ０ ９ ３吹外郭Ｓ３３１Ｍ■■■■
１０５ ９８ⅦＩ－１『Ａ ６０３次外劇Ｒ３３IｂＩＩ

Ⅶメ＝２ １５２ ３次外劇ＩＲ３３Ⅲ

０５－１００Ⅶｘ呂 １８３ ３次外郭Ⅲ

１０ ５１０１Ⅶ＝マ １１８ 外’１，－．

而屑 ョ田圃■同湿■Ｔ画■毒画一■認■

ｍ石田 同＝､圃画Ｔ麺唾雪画＝＝画需■ｒ可■■■■■■■■■…m画一一
ｍF画面、宮同詞■■丁守＝雪＝■函配画画預■■■■■■■■■■■■晒医閥砺而匪昌砺■■丁■一
ｍ酒田同＝而湿■Ｔ麺■誘画一一■零■■町■■■■■■■■■…面亜…一
ｍ届ｮ、■､洞■Ｔ画■帝雪■ロ■軍■■■■■■一画軍医W翻阿圃、…一
ｍFｮ耐冗画湿■Ｔ酒■雷淳＝詞T雨■■零画■■■■■■■■■■■面■…､亜…一
ｍ画而1画同緬匿守Ｔ酒■■■■■四■承■■■■■■一写画囲嗣唖詞匪毒函囲■一
ｍ届而訂＝両涌■＝霊固一画■■雫■一■■■■■■■■■匡翻砺刷亜…一
ｍ画Ｅｍ＝同題＝雷■■■■■■一画雷■■■■■■■■■■■■■■■■悪日歴Ｔ■認■■而刊一

■■■■■罰■匠四一■■■■■■■■■医F西岡■面■■Ｔ■一

1１８
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